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く 表 紙 解 説 >

i ,-fti基・111差1、通 信 研 究 所 が 取 り 報 ん て き た111 f究成果を広くァ

ピ ー ルしたf11究nk果 服告会のイ英様です。

「21 1 l1_-1 L1の 111学と技術」 と ;趣 す る 京 都 大',' i i 尾 真,'H是の

il、調i1整,l j l や 、  li1本i l :長を始め各i1J1究室長が報1-ifした成果

概要およびシステム1生是示等は、 f j 2 0 0 名 の 参 加 関 係 者 か

ら1表f 評 て し た 。
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E巻 頭 言

技 術の実疑性

(株) ATR環境適応通信研究所

代表取締役社長 小宮山 牧兒

日本における携帯電語 (PHSを含む) の加入台数が、 l999年度末に田定電語の加入台数を上回る見通し

と の こ と で す 。 携 帯 電 語 サ ー ビスが開始されたのは、 わずか十数年前のl987年です。 この燦発的普及は、

サ ー ビスが利用者に受け入れられたことに加えて、 低価格化、 小形軽量化が進んだことの寄与が大きぃと

されています。

携 帯 電 話 に 代 表 さ れ る 移 動 通 信 は 、 こ れ か ら は 単 に 音 声 だ け で は な く デ 一 夕 、 画 像 等 の 種 々 の メ デ ィ ア

を 伝 送 す る マ ル チ メ デ ィ ア 移 動 通 信 の 展 開 が 必 須 と な り 、  これに向けての研究開発が精力的に行われてぃ

ます。

当所でも開連した研究を行つている 「 ミ リ 渡」、 「ア ダ ブ テ ィ ブ ア レ ー ア ン テ ナ」、 「 マ イ ク ロ 渡 フ ォ ト ニ

ク ス」 は、移動通信のマルチメデイア化を実現するための基相支術とE1されていますが、実用性とぃう観

点 か ら す る と 、  低価格化のハ ー ド ル が 依 然 と し て 高 く 、  現状では性能が最も重視される軍事応用に留まっ

て い る の が 大 平 で あ る と ぃ う 点 が 共 通 の 特 色 と し て 挙 げ ら れ ま す 。

「 ミ リ 波」 を例に取りますと、1970年代平ばまでのミリ波導渡管による大容量、長距離伝送を日指した

研究開発が終:1等してから、1980年代後半に 「 ミ リ 波」 に対する関心が再び高まり、現在は車載レ ー ダ 、 室

内 L A N 、 W L L ( 無 線 ア ク セ ス シ ス テ ム ) 等への応用で 「 ミ リ 波」 ル ネ ッ サ ン ス の 到 来 と い う 言 い 方 も さ れ

て い ま す 。  しかし、未だ多くの 「 ミ リ 渡」 応用では、デバイス、部品の高価格が実利用の主要な阻害要因

と な っ て い ま す 。 最 近 で は 、  ミ リ 波 回 路 を 集 積 化 し た M M lc技術の進展により低価格化も大分進行してき

てはいますが。

ATRでは、 その基本理念上、 技術の先端性、 独創性をまず第一に追求するのが通例ですが、 最近当所で

は、 「ア ダ プ テ ィ ブ ア レ ー ア ン テ ナ  (アレ ー アンテナの各アンテナ素子の出力に重み付け等の信号処理を加

え る こ と に よ り 、 所 望 波 の み を 適 応 的 に 受 信 で き る ア ン テ ナ )」 およびマイクロ波と光技術の融合により新

機能の発現を目指す 「マ イ ク ロ 波 フ ォ ト ニ ク ス」 で、簡略化、低価格化に っな が る ア プ ロ ー チ を 取 り 、 面

白い成果が出ています。 前者の例では、 従来は、 信号処理を全てディジ夕ル処理で行う研究が主流となっ

て お り 、  多数の高周波回路を必要とするため実用性にク、.ける点があったのに対し、 信号処理の一部をマイ

ク ロ 波 帯 ア ナ ロ グ 回 路 に 担 わ せ る こ と に よ り 実 用 性 に 富 ん だ 方 式 を 提 案 し ま し た 。 現 在 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン実験の段階ですが、 特性的にも従来法と同等以上の値が得られており、 学界から注日されています。 後

者では、2台のレ ー ザ光源から安定なミリ波を作る際、従来は2台とも高価で高品質なレ ー ザ を 用 い て い た

のに対し 、一方を安価な汎用レ ー ザ を 用 い る こ と に よ り 、 従 来 法 よ り ミ リ 渡 の 周 波 数 可 変 範 囲 が 大 幅 に 広

い、実用性の高い方式の開発に成功しました(詳細は、本号の 「研究動向紹介」 20ペ ー ジに掲載)。

当 所 の ブ ロ ジ ェ ク ト も 中 間 点 を 過 ぎ 、 ま と め の フ ェ ー ズに入つて来ています。実用性も 一十分意識して、

複眼的な視点から研究を進め、 収東に向けてぃきたいと考えています。
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「高度音声翻訳通信の基礎研究」の成果概要

㈱ A T R 音 芦 翻 訳 通 信 研 究 所

代 表 取 締 役 社 長  山 本  誠一

A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 は 、  1993年の設立以来

7 年 間 に わ た っ て 進 め て き た 高 度 音 声 翻 訳 通 信 の 基

礎 研 究 を 、  本 年 2 月 末 で 終 了 す る 。  1 9 8 0 年 代 に 開

始 さ れ た N E C の 先 駆 的 な 研 究 や A T R 自 動 細 訳 電 話

研 究 所 の 基 礎 研 究 は 、  音 声 翻 訳 が 実 現 可 能 で あ る

こ と を 実 証 し た が 、  そ こ で 採 用 さ れ た 文 法 に 基 づ

く 音 声 認 識 技 術 や 言 語 細 訳 技 術 で は 、  対 話 に 代 表

さ れ る 日 常 の 自 然 な 話 し 言 葉 を 適 切 に 翻 訳 す る こ

と は 極 め て 困 難 で あ っ た 。

こ れ を 受 け て 開 始 さ れ た 高 度 音 声 翻 訳 通 信 の 研

究 日 標 は 、  日 常 の 自 然 な 話 し 言 葉 を 相 手 の 言 語 に

細 訳 す る た め の 要 素 技 術 を 確 立 す る こ と で あ る 。

す な わ ち 、  特 別 な 言 語 運 用 知 識 を 持 た な ぃ 一般 の

方 が 、 特 に 訓 練 な し に 利 用 で き る よ う な 青 声 細 訳

シ ス テ ム を 実 現 す る た め の 要 素 技 術 を 確 立 す る こ

と で あ る 。  こ の た め 、  日 常 の 対 話 に 関 す る 大 規 模

コ ー パ ス を 作 成 し 、  各 要 素 技 術 に っい て コ ー パ ス

に 基 づ く 研 究 手 法 を 採 用 し た 。  研 究 計 画 と し て は 、

発 足 か ら 当 初 4 年 間 は 自 然 な 話 し 言 葉 を 認 識 、  翻

訳 、  合 成 す る た め の 要 素 技 術 の 研 究 を 進 め 、  後 半 3

年 間 は こ れ ら の 要 素 技 術 を 統 合 し て 総 合 的 な 評 価

を 進 め る 計 画 を 設 定 し た 。  各 要 素 技 術 の 研 究 成 果

に っ い て は 、  以 下 に 各 研 究 室 長 が そ の 詳 細 を 記 述

す る の で 、  こ こ で は 統 合 化 さ れ た 書 声 ・細 訳 技 術 に

関 す る 研 究 成 果 に っい て 述 べ る 。

異 な る 言 語 間 で の 対 話 を 音 声 翻 訳 す る 技 術 の 評

価 や 技 術 課 題 の 把 握 に は 、  双 方 向 で 動 作 す る 音 声

細 訳 シ ス テ ム が 必 要 で あ る 。  こ の よ う な 考 え に 基

づ き 、  1 9 9 8 年 に 各 要 素 技 術 を 統 合 し 、  旅 行 予 約 に

関 す る 対 話 を 対 象 に 、  語 彙 数一万 語 を 越 え る 日 英

双 方 向 音 声 細 訳 シ ス テ ム を 開 発 し 、 様 々 な 観 点 か

ら 青 声 翻 訳 技 術 の 評 価 を 進 め た 。  そ の 結 果 、  旅 行

予 約 に 関 す る 対 話 に っ い て は 実 時 間 で 青 声 細 訳 可

能 で あ り 、 5 段 階 の 主 観 評 価 で も 3.8 点 と 、 「少し不

満 が 残 る が 用 件 を 満 た す こ と が で き る」 と い う 評

価 を 得 る 段 階 に 達 し て い る 。  さ ら に 、 様 々 な 英 語

運 用 能 力 を 有 す る 日 本 人 と 音 声 翻 訳 結 果 の 質 を 一
対 比 較 し た 結 果 、  現 在 の 青 声 翻 訳 技 術 の 翻 訳 は 、

ToE lc ス コ ア 一 5 0 0 点 台 の 日 本 人 に よ る 話 し 言 葉

の細訳結果にl1!.敵 す る こ と が 判 明 し た 。  T〇EIc 公

開 テ ス  ト で の 大 学 生 の 平 均 は 約 5 7 0 点 で あ る こ と

か ら 、  1 4 年 前 の A T R 自 動 翻 訳 電 話 研 究 所 発 足 時 に 、

「夢の自動翻訳電話」 と い わ れ た 技 術 は 、  翻 訳 で き

る 対 話 の 対 象 は 旅 行 の 予 約 に 限 定 さ れ る も の の 、

い よ い よ 外 国 語 を 一l 年 近 く 学 習 中 の 人 間 と も 比 較

が で き る 段 階 に 入 つ た 訳 で あ る 。

な お 、  旅 行 予 約 を 対 象 に A T R 音 声 翻 11訳通信研究

所 で 研 究 開 発 し た 技 術 を 、  電 話 料 金 や 市 外 局 番 等

の 質 問 に 答 え る 対 話 に 適 用 し た 結 果 、  ほ ぼ 同 等 の

翻 訳 性 能 が 得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ て お り 、 A T R

音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 で 研 究 開 発 し た 音 声 翻 訳 技 術

は 、 他 の 対 話 に も 適 用 可 能 で あ る こ と も 実 証 済 み

で あ る 。  た だ 、  そ れ に は 対 象 の 対 話 コ ー パ ス の 収

集 が 必 要 で あ り 、 様 々 な 対 話 に 全 て こ の 収 集 作 業

を 実 施 し て 利 用 範 囲 を 広 げ る の は 困 難 で あ る 。  既

に 一l 分 な 量 が 利 用 可 能 な 新 聞 等 の テ キ ス  ト コ ー パ

ス 等 を 活 用 し て 効 率 的 に 音 声 - 翻11訳 シ ス テ ム の 利 用

範 囲 を 広 げ る 手 法 等 は 未 開 拓 で あ り 、  そ の 開 発 は

今 後 の 課 題 で あ る 。

以 上 述 べ た よ う に 、 A T R 青 声 翻 訳 通 信 研 究 所 で

の 7 年 間 の 研 究 の 結 果 、  対 話 を 対 象 と し た 音 声 翻

訳 技 術 は 、  対 話 の 対 象 が 限 定 さ れ て い る 場 合 、  「少

し 不 満 が 残 る が 用 件 を 満 た す こ と が で き る 」 と の

評 価 を 得 て 、 T 〇 E I C ス コ ア 一 5 0 0 点 台 の 日 本 人 に

l基_ 商 文 す る 段 階 に 達 す る よ う な 大 幅 な 進 展 を 見 た 。

し か し 、  詳 細 に 観 察 す れ ば 、  音 声 翻 訳 シ ス テ ム の

翻 訳 結 果 が 、 T 〇 E I C ス コ ア 一 5 0 0 点 台 あ る い は そ

れ 以 上 の ス コ ア ー の 日 本 人 の 細 訳 結 果 を 上 回 る 評

価 を 得 て い る の は 、 主 と し て ェ ン ト ロ ピ ー の 小 さ

な 比 較 的 単 純 な 発 話 で あ り 、  複 雑 な 発 話 に っ い て

は 評 価 が 下 が る 。  す な わ ち 、  抜 辞 の 記 憶 能 力 に よ

り 基 本 間 題 は 好 成 續 を 上 げ る が 、  組 み 合 わ せ の 複

雑な応用間題はまだ一1要111 の 努 力 が 必 要 な 状 態 で あ

る 。  さ ら に 、  日 本 か ら の 積 極 的 な 情 報 の 発 信 が 今

後 ま す ま す 重 要 に な る こ と を 考 え る と 、 途 中 で の

聞 き 返 し 等 が 許 さ れ る 日 常 対 話 の 音 声 翻 訳 技 術 以

外 に 、  複 雑 な 発 話 か ら 構 成 さ れ る 講 演 な ど で の 利

用 を 可 能 と す る 、  よ り 高 度 な 青 声 翻 訳 技 術 、 す な

わ ち 同 時 通 訳 技 術 の 研 究 が 待 た れ る と こ ろ で あ る 。
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特集 一音声翻訳通信研究所プロジェク ト終了

自 然 発 話 音 声 の 認 識

自 然 発 話 音 声 が 持 つ 、  発 音 の く  ず れ や 話 者 に よ る 音 響 特 性 の 違 い 、  語 順 の 自 由

度 、  間 投 詞 の 挿 入 等 に 対 処 可 能 な 通 健 な 音 声 認 識 技 術 を 研 究 し た 。  要 素 技 術 で

あ る 音 声 特 徴 抽 出 ・ パ ラ メ ー タ 表 現 、 音 響 ・ 発 音 モ デ ル 学 習 法 、 話 者 適 応 ・ 不

特 定 話 者 モ デ ル 、  言 語 情 報 利 用 に よ る 単 語 候 補 の 続 計 的 推 定 、  効 率 的 深 索 法 を

確 立 し た 。 ま た 、 こ れ ら を 認 識 シ ス テ ム 作 成 ソ フ ト A T R S P R E C と し て 集 大 成 し 、

大 規 模 自 然 音 芦 テ 'ー タ と 共 に 提 供 し た 。

1.  音 声 認 識 用 特 徴 パ ラ メ ー タ 表 現

音 声 認 識 に 用 い る 青 声 特 徴 量 と し て は 、  従 来 、

音 声 符 号 化 の た め の 音 響 パ ラ メ 一 夕 が 流 用 さ れ て

き た 。  し か し 、 各 音 素 の 識 別 と ぃ う 音 声 認 識 の 目

的 か ら す る と 、  こ れ ら は 必 ず し も 最 適 な も の で は

な い 。 こ の た め 、  人 間 情 報 通 信 研 究 所 と 協 力 し て

各 音 素 の 識 別 器 に あ っ た 特 徴 表 現 の 認 識 誤 り 最 小

化 基 準 に 基 づ い た 設 計 、  幅 , 覚 マ ス キ ン グ 特 性 を 考

慮 し た 音 響 パ ラ メ 一 夕 表 現 を 考 案 し た 。  ま た 、 使

用 環 境 に よ ら な ぃ ロ バ ス ト な 認 識 特 徴 表 現 と し て 、

サ ブ ノ 、、 ン ド ・ ス ぺ ク ト ル ・ セ ン ト ロ イ ド ・ バ ラ メ

一 夕 を 考 案 し た 。

2. 音 響 ・ 発 音モデ ル 構 築 技 術

音 素 等 の 青 声 単 位 の 同 定 を 行 う  た め の 統 計 的 音

響 モ デ ル と し て 、  尤 度 最 大 化 基 準 に 基 づ く 隠 れ マ

ル コ フ・- デ ル  ( H M M ) 構 成 法 ( M L -S S S )  を 考 案

し 、  学 習 デ 一 夕 量 に 応 じ た 効 率 的 な モ デ ル 作 成 法

を 確 立 し た 。  ま た 、  誤 認 識 特 性 を 用 い た H M M モ

デ ル の 発 音 記 述 、  分 布 モ デ ル パ ラ メ ー タ の 再 学 習

法 を 考 案 し 、  ゆ れ の 大 き な 自 然 青 声 に 対 し て 頭 強

な 統 計 的 音 響 モ デ ル 作 成 法 を 確 立 し た 。  発 音 モ デ

ル と し て は 、  自 然 発 話 中 の 発 音 変 形 を 発 音 記 号 レ

ベ ル で 吸 収 す る た め 、  言 語 統 計 と 音 声 知 識 を 反 映

し た 統 計 的 発 音 辞 書 の 学 習 法 を 提 案 し た 。

3, 話 者 適 応 ・ 不 特 定 話 者 モ デ ル

年 齢 、  性 別 、  出 身 地 な ど 話 者 個 人 の 違 い に 起 因

す る 音 声 特 徴 の ば ら っきへの対処は、 パ 夕 一 ン 認

識 と し て の 音 声 認 識 の 大 き な 課 題 で あ る 。  入 力 音

声 を 利 用 し て 、  シ ス テ ム の 持 つ 音 響 モ デ ル 特 性 を

話 者 の 特 性 に 近 づ け て 性 能 向 上 を 図 る 。  こ の た め 、

少 量 学 習 デ ー タ の 補 間 と 平 滑 化 を 行 う 移 動 べ ク ト

ル 場 平 滑 化 ( vFs ) と 大 量 不 特 定 話 者 デー タ を 有

効 利 用 す る 最 大 事 後 確 率 推 定 法  (MAP )  を 統 合 し

た M A P-vF S 話 者 適 応 法 を 考 案 し た 。  ま た 、  極少量

の 学 習 サ ン プ ル だ け で 適 応 が で き る 音 声 生 成 機 構

モ デ ル 適 応 法 、  発 話 と 共 に 漸 次 的 に 学 習 を 行 え 、

最 終 的 に は 一 括 学 習 し た モ デ ル に 漸 近 す る 動 的 話

者 適 応 法 を 考 案 し た 。  話 者 適 応 法 に 加 え 、  少数の

サ ン プ ル で 学 習 が 可 能 な 話 者 重 み 学 習 法 、  木 状 の

話 者 ク ラ ス 夕 リ ン グ を 用 い た 不 特 定 話 者 モ デ ル を

考 案 し た 。  認 識 時 に は こ れ ら 複 数 の 認 識 モ デ ル を
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同 時 に 起 動 し 、  最 も 青 響 特 性 の 近 い 話 者 モ デ ル を

選 ぶ 。  こ れ に よ り 男 女 声 等 声 質 の 自 動 識 別 が 可 能

と な った。

4. 言 語 情 報 利 用 に よ る 単 語 候 補 の 統 計 的 推 定 と 効

率 的 探 索 法

青 声 認 識 は 探 索 問 題 で あ  り 、 発 話 内 容 の 同 定 に

は 言 語 情 報 が 持 つ 制 約 の 利 用 が 不 可 欠 で あ る 。  話

し 言 業 が 持 つ 柔 軟 な 表 現 を 許 容 す る 言 語 制 約 と し

て 単 語 連 接 続 計 量 ( 単 語 N グ ラ ム )  を 用 い る 。 従

来 の 単 語 N グ ラ ム に 比 べ 省 メ モ リ か っ高 性 能 な 品

詞 ・ 単 語 の 可 変 長 N グ ラ ム 、 活 用 を 持 つ 言 語 に 有

効 な 前 後 別 多 重 単 語 ク ラ ス 、  品 詞 と 単 語 属 性 の

M A P 補 間 、  夕 ス ク 毎 に 異 な る 連 接 特 性 の 適 応 法 、

未 登 録 単 語 用 言 語 モ デ ル を 考 案 し た 。  効 率 的 探 索

法 と し て は 、  単 語 仮 説 の 融 合 、  効 果 的 候 補 削 除 に

よ り 候 補 単 語 グ ラ フ を 出 力 と す る 時 間 同 期 探 索 法 、

高 速 で 省 メ モ リ の 縦 型 探 索 法 に 基 づ く 実 時 間 単 語

候 補 探 索 法 を 完 成 し た 。 ま た 、 青 声 翻 訳 全 体 を 考

え た 認 識 部 を 構 成 す る た め 、  言 語 翻 訳 部 が 受 理 可

能 な 文 を 出 力 す る た め の 有 限 状 態 ト ラ ン ス ジ ュ ー

サ 、  隠 れ マ ル コ フ モ デ ル や 決 定 木 を 用 い た 統 計 的

音 声 理 解 系 を 構 築 し 、  音 声 翻 訳 シ ス テ ム の 一 部 と

し て の 音 声 認 識 機 能 の 拡 充 を 図 つ た 。

5.  音 声 認 識 シ ス テ ム 化 、  自 然 音 声 デー タ 収 集 、  性

能 評 価

研 究 の 進 展 に す ば や く 対 応 し た 要 素 モ ジ ュ ー ル

の 組 替 え 、 音 声 言 語 デ ー タ の オ ン デ マ ン ド 利 用 、

中 間 デ 一 夕 の 効 率 的 な 受 渡 し を 可 能 と す る た め 、

モ ジ ュ ラ 一 型 シ ス テ ム ・ ア ー キ テ ク チ ャ を 設 計 し

た 。  こ の 設 計 の も と に 、 研 究 成 果 に よ る 各 要 素 技

術 の ソ フ ト モ ジ ュ ー ル を 音 声 認 識 研 究 用 ツ ー ル キ

ッ ト A T R  S P R E C と し て ま と め 上 げ た 。  ま た 、 認 識

性 能 を 定 量 的 に 評 価 し て ゆ く た め 、  「旅 行 に 関 す る

会 話」 自 然 発 話 音 声 対 話 デー タ 、  日 本 全 国 に わ た

る 広 い 年 代 層 か ら な る 大 規 模 日 本 語 不 特 定 話 者 音

声 デー タ ベ ー ス の 収 録 を 進 め た 。  こ れ ら の デ ー タ

ベ ー ス を 用 い た 評 価 実 験 を 数 カ 月 毎 に 3 年 間 に わ

た っ て 行 つ た 結 果 、  初 期 シ ス テ ム 作 成 時 と 比 較 し

て 誤 認 識 が 約 7 0 % 削 減 さ れ 、  最 終 的 に 語 彙 数

2 7 , 0 0 0 語 の 、  旅 行 に 関 す る 対 話 音 声 の 認 識 に お い

て 単 語 認 識 率 8 7 .7 % を 達 成 し た 。

※ 略 語 の 表 記 にっい て は 巻 末 の 略 語 一 覧 を 參 照 く だ さ ぃ
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特集 一音声翻訳通信研究所プロジェク ト終了

発話韻律処理の研究とその結 果 、  新 音 声 合 成 パ ラ ダ イ ム

音 声 翻 訳 に お い て 出 力 音 声 が 正 し く か つ 自 然 に 聞 こ え る よ う に す る た め に 、  入力音

声 か ら 単 に テ キ ス ト の み な ら ず 、  読 み 上 げ 情 報 や 発 話 ス タ イ ル の 情 報 を 獲 得 す る 必

要 が あ る 。  そのために発話音負律情報の抽出、 変 換 、  生 成 の 研 究 と 音 声 合 成 の 研 究 を

進 め た 。 多 言 語 音 声 出 力 の た め 、  目 本 語 を 始 め 、 英 語 、 章 韋 国 語 、  ド イ ツ 語 、 中 国 語

な ど の 音 声 デー タ ペー ス か ら 韻 律 パ タ ー ン と 発 話 バ リ ェ 一 シ ョ ン の 分 析 と 続 計 的 モ

フー ル 化 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 C H A T R 音 声 合 成 方 式 を 開 発 す る と 共 に 、 D A T R 自 動

デー タ ペー ス 作 成 技 術 を 確 立 し た.

1 .  話 し 言 葉 の 特 徴

自 然 会 話 の 話 し 言 葉 は 、  非 文 法 的 な 言 い 回 し ゃ

省 略 が 多 い に も か か わ ら ず 、  内 容 は 理 解 し や す ぃ 。

そ の 理 由 は 、  文 字 の 情 報 に 加 え て 音 員 律 と い う 情 報

が 存 在 す る か ら で あ る 。  例 え ば 「そ う で す ね」 は 、

額 律 の 違 い に よ っ て 肯 定 と 否 定 の ど ち ら の 意 味 に

も 取 る こ と が で き る 。  ま た 、 話 題 に し た い こ と の

相 違 に よ っ て 「田 中 さ ん の 本」 の 場 合 「田 中」 が

強 調 さ れ た り  「本」 が 強 調 さ れ た り す る 。 話 し 言

葉 に お ぃ て は 「明 日 行 き ま す」 の よ う な 発 話 も 文

末 抑 楊 を 変 え る こ と に よ っ て 疑 間 に な っ た り 断 定

に な っ た り す る 。

発 話 韻 律 処 理 で は 、  こ の よ う な 汎 言 語 情 報 の 分

析 、 符 号 化 、 生 成 の 研 究 を 進 め た 。 後 述 す る 2 つ

の プ ロ ジ ェ ク ト P I と P E G A S Us に お ぃ て 、 声 の 抑

揚 、 発 話 速 度 、 111i の 大 き さ な ど を 考 慮 し 音 声 波 形

の 音 響 的 特 徴 と 発 話 内 容 の 機 能 的 役 割 の モ デ ル 化

を 進 め た 。

2. Pl : 発話額律処理の基本研究

音 声 翻 訳 は テ キ ス ト 翻 訳 と 比 べ 、  同 じ 意 味 を 伝

え る た め の 方 法 が 多 数 存 在 す る 。  声に含まれる音置

律 情 報 を 処 理 す れ ば よ り 適 切 な 翻 訳 が 可 能 と な る 。

音 声 翻 訳 シ ス テ ム の 韻 律 処 理 部 分 を 担 う P I が 、  発

話 讓 律 情 報 を 伝 え る 。  発 話 行 為 、  強 調 、  韻 律 境 界

な ど を 示 す 韻 律 情 報 の 抽 出 ア ル ゴ リ ズ ム を 提 供 し 、

発 話 意 図 を 伝 え る 青 声 を 合 成 す る こ と を 可 能 に し

た 。  入 力 話 者 の 発 話 情 報 か ら 符 号 化 を 行 な ぃ 、  テ

キ ス  ト 情 報 と 共 に 扱 い 、  翻 訳 結 果 の 出 力 情 報 の 上

に 反 映 さ せ る 手 法 を 考 案 し た 。  ま た 、  P I の 研 究 か

ら 、  テ キ ス ト に 適 切 な 情 報 を 付 加 し 、 文 脈 に よ る

意 味 の 違 い や 読 み 上 げ 情 報 の 予 測 も 可 能 と な っ た 。

韻 律 モ デ ル や 青 張 律 情 報 符 号 化 手 法 T o B I ( ト ー ン と

韻 律 境 界 )  の ア ル ゴ リ ズ ム を 検 討 し 、  さ ら に 日 本

語 専 用 の  J-ToBI、 韓 国 語 専 用 の K-T o B I の 開 発 を 進

め 、  多 数 話 者 発 話 音 声 デー タ ベ ー ス を 構 築 し た 。

3. PEGASUS : 発話額律処理技術の研究

P E G A S U S で は 統 計 的 手 法 に よ っ てi損律情報の抽

出 、 予 測 、 生 成 、 信 号 処 理 、 単 位 選 択 な ど の 基 本

ア ル ゴ リ ズ ム の 研 究 を 行 つ た 。  大 規 模 音 声 コ ー パ

ス を 基 に 学 習 ア ル ゴ リ ズ ム を 考 案 し 、 合 成 パ ラ メ

第二研究室長 Nick Cambe11

一 夕 を 決 定 し た 。  さ ら に 、  音 響 的 バ リ ェ ー シ ョ ン

を モ デ ル 化 し 、 韻 律 デ ー タ ベ ー ス も 構 築 し た 。 額

律 特 徴 を 青 声 波 形 と し て 生 成 す る 方 法 と 、  単 位 選

択 手 法 を 考 案 し た 。  こ の 成 果 を 波 形 接 続 型 青 声 合

成 手 法 ( C H A T R )  と し て ま と め た 。  ま た 多 言 語 知

識 デー タ ベ ー ス も 同 時 に 構 築 し た 。

4. 新音声合成システムCHATR

C H A T R は 自 動 細 訳 電 話 研 究 所 の コ ー パ ス ベ ー ス

青 声 合 成  (Nu-talk) を 起 点 に 開 発 さ れ た 。

こ れ は 、  単 位 選 択 と し て 讓 律 情 報 を 含 む 合 成 手

法 を 提 供 す る 日 本 語 を 始 め 英 語 、 韓 国 語 、  ド イ ッ

語 、  中 国 語 と い っ た 多 言 語 に 対 応 し た 音 声 合 成 シ

ス テ ム で あ る 。

テ キ ス ト 処 理 や 韻 律 情 報 の 計 算 は 、 言 語 依 存 性

が あ る が 、  音 響 的 特 徴 は 言 語 に 依 存 し な ぃ た め 、

新 た な 言 語 、 声 質 、 発 話 ス 夕 イ ル へ の 移 植 が 可 能

で あ る o

C H A T R で 用 い て い る 波 形 選 択 接 続 方 式 は 、  従 来

合 成 時 に 不 可 欠 で あ っ た 信 号 処 理 を 不 要 と し た こ

と に よ り 、  自 然 性 の 高 い 音 質 を 実 現 し て い る 。  こ

の 音 声 合 成 の 品 質 は デー タ ベ ー ス に 依 存 す る た め 、

デー タ ベー ス 自 動 作 成 ツ ー ル キ ッ ト と し て D A T R を

開発した。 こ れ は C H A T R と 相 互 補 完 の 関 係 に あ る 。

5. 額 律 に よ る 音 声 合 成 と 音 声 デー タベー ス

音 声 合 成 研 究 に お け る パ ラ ダ イ ム ・ シ フ ト に よ

り 、  自 然 性 の 高 い 、 個 人 性 の 特 徴 を 保 持 し た 音 声

出 力 を 可 能 に し た 。  こ の 技 術 に よ り 青 声 認 識 や 翻

訳 技 術 と 同 様 、  タ ス ク を 限 定 す る こ と に よ り 、 高

品 質 な 合 成 青 声 を 保 証 す る こ と が で き る 。

今 後 の 課 題 と し て 、  韻 律 デー タ ベ ー ス の バ ラ ン

ス は 重 要 な テ ー マ で あ る 。  D A T R の 一 部 と し て 、

デー タ ベ ー ス 設 計 お よ び デ ー タ ベ ー ス 削 減 ア ル ゴ

リ ズ ム は 既 に 組 み 込 ん で お り 、 作 業 の 段 階 に 達 し

て い る 。

将 来 、  音 声 合 成 の 重 要 度 が 増 す に 伴 い 、  感 情 を

含 む 発 話 な ど も 要 求 さ れ る と 思 わ れ る 。 多 様 な 音

声 を 表 現 す る 実 現 可 能 性 が 見 え て き た 段 階 で あ る 。

※ 略 語 の 表 記 に っい て は 巻 末 の 略 語 一111Lを 参 照 く だ さ い
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1. 変 換 主 導 翻 訳 ( T D M T )

実 際 の 会 話 と そ の 同 時 通 訳 結 果 を 収 集 し 、  そ の

対 訳 を 模 倣 し て 細 訳 す る こ と に よ り 、 文 法 的 に 間

違 つ た 表 現 で あ っ て も 対 応 可 能 な 細 訳 方 法 を 実 現

し た 。  対 訳 例 の 特 徴 的 な 表 現 を 一般 化 す る 事 前 学

習 を 行 な い 、  シ ス テ ム が 翻 訳 可 能 な 表 現 の 被 覆 性

を 高 め て い る 。 例 え ば 、  「中 国 の 河」 は 「x の Y」
と ぃ う パ タ ー ン に 一 般 化 す る 。 一般 化 に よ る 元 の

意 味 の 喪 失 を 防 ぐ た め 、  こ の パ 夕 一 ン に 元 の 表 現

「中 国 の 河」 と 対 訳 「river in China」 も 一 結 に 登 録

する。翻11 訳 シ ス テ ム に 文 が 入 力 さ れ る と そ の 表 現

に 当 て は ま る パ タ ー ン を 検 索 し 、  そ の パ タ ー ン に

登 録 さ れ て い る 表 現 の う ち 入 力 さ れ た 表 現 と 意 味

的 に 最 も 近 い 表 現 を 選 択 し 、  選 択 さ れ た 表 現 を ま

ね て 訳 文 を 作 成 す る 。

「 京 都 に 到 着 す る 時 間 を 教 え て く だ さ い」 と ぃ

う 文 が 入 力 さ れ た 場 合 、 次 の よ う に 訳 文 を 生 成 す

る 。  ま ず 「京 都 に 到 着 す る」 の パ タ ー ン 「x に Y」
に 着 目 す る 。  こ の パ 夕 一 ン に は 例 え ば 「大 阪 に 着

く 」 「友 人 に 会 う 」 「ひ ど い 日 に 遇 う 」 な ど の 表 現

が 登 録 さ れ て い る 。  シ ソ ー ラ ス に よ り  「京 都 に 到

着 す る」 に 意 味 的 に 近 い も の と し て 「大 阪 に 着 く 」
を 選 択 す る 。 そ の 対 訳 「arrive in 〇saka」 を 模 倣 し

て 「arrive in Kyoto」 を 生 成 す る 。 以 下 、  「到 着 す る

時 間」 を 「t h e  t i m e  w h e n」、 「時 間 を 教 え て」 を

「t e11 (me ) the  t ime」、 「教 え て く だ さ い」 を 「please

te1lme」 に 、 順 に 生 成 す る 。  こ れ ら を 文 法 規 則 に 従

っ て 組 み 合 わ せ 、  最 終 的 に  「Please te11(me)the time

when ( I ) a r r i ve  in Kyoto」 と 翻 訳 す る 。

T D M T で は 、 翻 訳 例 に 基 づ く パ タ ー ン の 追 加 に

よ り 、 パ タ ー ン の 相 互 関 係 の 調 整 が 必 要 に な る 場

合 も あ る が 、  比 較 的 容 易 に シ ス テ ム の 性 能 が 向 上

す る 。

2. 省略格要素補完

上 記 の 細 訳 に お ぃ て 、  「Please t e 1 1 ( m e ) t h e  t ime

w h e n ( I ) a r r i v e  in Kyoto」 の 括 孤 内 は 、  入力文「京

都 に 到 着 す る 時 間 を 教 え て く だ さ い _1 に は 表 現 さ

れ て い な い 。  日 本 語 で は こ れ ら を 言 わ な ぃ の が 普

通 で あ る が 、  英 語 で は 必 須 で あ る 。

音声翻訳通信の実現に向けた話し言葉翻訳の研究

̃ 変 換 主 導 翻 訳 の 実 現 ̃

入 間 同 士 の 会 語 に は 、  文 法 的 に 誤 つ た 表 現 や 断 片 的 な 表 現 が 合 ま れ る 。  こ の よ

う な 話 し 言 葉 を 翻 訳 可 能 と す る 技 術 を 研 究 し た 。  具 体 的 に は 、  数 単 語 か ら 成 る

表 現 パ タ ー ン を 翻 訳 単 位 と し て 、  漸進的に訳文を生成する変換主導翻訳(TDMT )

を 実 現 し た 。  対 話 翻 訳 へ の 適 用 性 を 高 め る た め 、  主 語 補 完 や 部 分 翻訳等 の 技 術

を 実 現 し た 。 方 使 行 会 話 の 模 擬 対 話 例 に 基 づ き 表 現 パ タ ー ン の 収 集 、  整 備 を 行 な

い 、  多 言 語 の 話 し 言 葉 翻 訳 の 実 現 可 能 性 を 実 証 し た 。

第三研究室長 白 井  論

翻11訳例の日英表現を対比すれば、 ど の よ う な 補

完 が 必 要 で あ る か が わ か る 。  そ こ で 、  機 械 学 習 の

手 法 を 応 用 し て 、  対 訳 文 か ら ク( 落 し て い る 要 素 を

推 定 す る た め の 決 定 木 を 作 成 し 、  そ れ を 使 つ て 必

要 な 要 素 を 推 定 す る 方 法 を 実 現 し た 。  評 価 実 験 に

よ れ ば 、 話 し 手 、 ク1::落 要 素 の あ る 動 詞 、 理-等, 敬 な ど

の 待 遇 表 現 な ど を 手 が か り と す る と 、 未 知 の 文 に

対 し て 、  文 の 主 語 で は 8 0 % 以 上 を 正 し く 補 完 で き る 。

こ の 技 術 を 進 め 、  「そ の ホ テ ル」 が 何 を 指 す の か

を 推 定 す る 文 脈 処 理 の 方 法 も 検 討 中 で あ る 。

3. 部 分 翻 訳

現 在 の 青 声 認 識 技 術 で は す べ て の 会 話 を 正 し  く

聞 き 取 る こ と は 英111 し ぃ た め 、 認 識 結 果 に は 誤 り が

含 ま れ る こ と が あ る 。 「ホ テ ル を 予 約 し た ぃ ん だ け

ど」 と 発 話 さ れ 、 正 し く 認 識 さ れ れ ば 、  「I ' d l i k e  to

reserve the hote1」 と 細 訳 す る こ と が で き る 。  し か し

「ホ テ ル」 を 「 '室t ( ホ タ ル )」 と 認 識 を 誤 り 、  そ れ

を そ の ま ま 訳 す と 、 話11;1 訳 処 理 は 正 し く て も 意 味 不

明 と な る 。  こ こ で 、  『 旅 行 会 語 』 の 場 面 と い う 前 提

が あ れ ば 、  「宣:1'」 が 不 自 然 で あ る と 判 定 で き る の で 、

不 自 然 な 部 分 を 外 し  「予 約 し た い ん だ け ど」 を 翻

訳 し 、  「I ' d l i k e  to reserve _」 を 生 成 す る 。 会 話 で あ

れ ば 聞 き 返 し な ど の 対 応 が 取 れ る た め 、  こ の 部 分

細 訳 に よ り 会 話 の 継 続 が 可 能 と な る 。

ま た 、  不 自 然 な 表 現 の 簡 所 に 対 し て 、  事 前 に 収

集 し た 対 話 例 を 利 用 し て 本 来 ど の よ う な 発 話 が 行

な わ れ る か 推 測 し 、  自 動 的 に 誤 り を 修 復 す る 方 法

に っい て も 検 討 中 で あ る 。

4. 多 言 語 化

日 英 、 英 日 、  日 韓 、 韓 日 、  日 独 、  日 中 の 言 語 間

の 翻 訳 に T D M T を 適 用 し 、  有 効 性 を 確 認 し た 。  細

訳 対 象 は 旅 行 会 話 に 限 定 さ れ る が 、  主 要 な 情 報 が

細 訳 さ れ る 割 合 は 、  日 韓 、 韓 日 で は 9 0 % 以 1二、 日

英 、 英 日 、  日 独 で も 8 5 % 以 上 を 達 成 し た 。 今 後 は 、

細 訳 例 の 111 ・積 と と も に 、  パ 夕 一 ン 作 成 の 事 前 学 習

の 効 率 化 や 訳 質 の 向 上 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。
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1, 音声翻訳実験システムの構築

高 度 青1':111 11訳統合実11;tシ ス テ ム の 構 集 をH指 し 、

,1f 11 認 識 、  言語 11,i1訳、 高 声 合 成 の 各 要 素111111?1お よ

び 後 述 の 発 語 分 割 i文1小f、 識 律 情 1,li抽出 .1支イ小J 、 発語

状 況 常 理i支イ小1を組み込んだl:1英英11双方向の1,71、し合

システムをイ1i,集 し た 。  l1i- J l f 認 識 、  l-11-1f1 5,羽1;J t 、 青 f-i,
合 成 の 各 サ ブ シ ス テ ム お よ び 画 i1'1 1 表 ,」、- サ ブ シ ス テ

ム 、 通 信 制 御 サ ブ シ ス テ ム と 全 体 を 制 御 す る メ イ

ン - コ ン ト ロ ー ラ と の 開 に イ ン タ フ ェ ー ス を 調 整

す る サ テ ラ イ ト ・ コ ン ト ロ ー ラ を 介 し て 接 続 す る

形 態 と し 、  各 サ ブ シ ス テ ム の 更 改 を 容 易 に す る と

と も に 、  多イi,な形1,111l で の シ ス テ ム 構 集 を ,,」 能 に し

た 。  l1クt ・ りt1-1 の 各 シ ス テ ム は パ ソ コ ン 1 T-1 で 動

作 し 、  ほ ほ 実 時 間 で 処 理 を 行 な う こ と が で き る 。

j ,備的,な、対 ,1,f- 実 験 の 結 果 と し て 、  言 j l' 系,11,11-1-' シ ス

テ ム を 介 し た 対 ,ilIl シ ス テ ム に お い て 対 1 11西をスム ー

ズ に 進 め る ,た め に は 、 応 答 が 速 い こ と 、 発 話 し l l'11

せ る こ と 、  相 手 の 発 語 に 割 り 込 み が で き る こ と が

節1, 要 で あ る と い う 知 見 を ィ 1.て お り 、  シ ス テ ム 構 築

に あ た っ て は 、  こ れ ら の イ1美- 能 を 考 慮 し た 制1i11方式

を 実 現 し た 。

2. 発 話 単 位 か ら 言 語 処 理 単 位への変換技術

自 然 な 会 語 で は 、 文 ご と に 区 切 ら ず 、  「ち ょ っ と

高 い で す ね 。  も っ と 安 い 部 屋 は な ぃ で す か」 の よ

う に 2 つ 以 上 の 文 を っ な ぃ で 発 話 す る こ と が あ り 、

そ の 場 合 で も 正 し く 1 文 ご と に 翻 訳 す る 必 要 が あ

る 。 そ の よ う な 境 界 位 置 に は 、  あ る 長 さ 以 上 の ポ

一 ズ が 挿 入 さ れ る こ と も あ る が 、  そ う で な ぃ こ と

も あ る 。  そ こ で 、  境 界 位 置 の 前 2 単 語 と 後 1 単 語 の

合 計 3 単 語 の 範 囲 の 品 詞 ・ 活 用 形 ・ 活 用 型 を 利 用

し て 発 話 を 分 割 す る 手 法 を 提 案 し た 。  統 計 モ デ ル

と ヒ ュ ー リ ス テ ィ ッ ク ス を 組 み 合 わ せ た 方 式 を 統

合 シ ス テ ム に 組 み 込 む こ と に よ り 、  そ の 有 効 性 を

確 認 し た 。

3. 額 律 抽 出 技 術

自 然 な 会 話 で は 、 「部 屋 空 い て ま す ? 」 の よ う に

文 末 を 上 げ る こ と に よ っ て 疑 間 文 を 表 す こ と が あ

る 。 音 の 高 さ の 変 化 ( 維 律 )  を 検 出 し て 疑 問 文 か

ど う か を 判 断 す る こ と が で き る の で 、  そ の 情 報 を

言 語 翻 訳 に 渡 す こ と に よ り " R o o m s  are avai lable. " で

音声言語続合処理技術の研究

̃ 話 し 言 葉 を 対 象 と し た 音 声 翻 訳 シ ス テ ム の 構 築 ̃

音 声 認 識 、  言 語 翻 訳 、  音 声 合 成 の 要 素 技 術 を も と に 日 英 英 圈 双 方 向 の 音 声 翻 訳

実 験 シ ス テ ム ( A T R - MATR IX ) を 構 藥 し 、  1 3 . 0 0 0 語 規 模 の 音 声 翻 訳 が パ ソ コン上

で ほ ぼ 実 時 間 で 実 行 可 能 で あ る こ と を 実 証 し た 。  ま た 、 対 話 を 扱 う た め に 発 話

意 図 な ど 状 況 に 応 じ た 訳 し 分 け を 行 な う 手 法 な ど 、  発 話 状 況 管 理 技 術 の 研 究 を

進 め た 。 双 方 向 シ ス テ ム を 用 い た 対 話 実 験 に よ り 、 特 定 の 話 題 で 、 確 認 や 再 発

声 を 含 む 協 調 的 な 対 話 で は 利 用 可 能 で あ る こ と を 示 し た 。

第四研究室長 横尾 11'1」11i

は な く  “Are rooms available?” の よ う な 翻 訳 を 実 現

す る こ と が で き る 。

4, 発話状況管理技術

対 語 が 行 な わ れ て い る 状 況 を 11:理 す る こ と に よ

り 、  そ こ で 得 ら れ る ・1 1'i 1・liを1 , j l f 認 ,,1'表や言11fl a,1111訳 の

処 J 111 に利用するイiJ1:究 も  、,tめ た 。

例 え ば 、  値 段 を .1, ね る 発 語 の 後 に は そ れ に 答 え

る発語が素クt く 確 率 が 高 い と い う こ と な ど 、 前 発 言111
と 現 発 語 の 内 容 語 や 文 スi 表 現 の 関 係 を 利 用 し て 、

文 111R 的 に 11家 合 性 の 高 い 青 声 i 1i'1,:1k 依 抽 を 優 先 す る こ

と に よ り 、,:1-1'1i認言1表給果を 1 l11 順11' 子」けする手法を考

集 した。

ま た 、  同じ発語でも発1i1?意 1 ;1.I な ど の 状、1 .; iに応じ

て 訳 し 分 け る 必 要 が あ り 、 例 え ば 、  「は い」 と ぃ う

li定表現を “ ye、'' ( 受 理 )  と し ,た り  “ u h ”  (相イ通)

と す る 必 要 が あ る 。  このような発語意図をl111動的

に111l1 ,1,表する手 111l と し て 、 発 語 意 図 デ ー タ ベ ー ス を

作 成 し 、  こ れ を 使 用 し て あ ら か じ め 設 定 し た 1 t 語

11:1:図の生起確 ・,i、, を学i'1' す る 手 法 を 開 発 し た 。

5. 音 声 翻 訳 システムの評価

こ の よ う に し て 構 築 し た 日 英 英 日 双 方 向 の 音 声

翻11 訳 シ ス テ ム の 評 価 を 行 な っ た 。 評 価 の 観 点 は 、

青 声 翻 訳 技 術 は 異 な る 言 語 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を ど の 程 度 文 接 す る こ と が で き る か 、 個 々 の 発

話 は ど の 程 度 適 切 に 細 訳 で き る か 、  の 2 点 で あ る 。

す で に 「成果秘究要」 で 述 べ た 通 り 、 特 定 の 話 題 で 、

確 認 や 再 発 声 を 含 む 111,調 的 な 対 語 で は 利 用 可 能 で

あ る こ と を 示 し た 。 ホ テ ル 予 約 タ ス ク に 関 す る 評

価 結 果 で は 、  利 用 者 の 満 足 度 は 5 段 階 評 価 で 3 .8 で

あ り 、 少 し 不 満 が 残 る が 十 分 タ ス ク を 達 成 で き る

と い う こ と 、 様 々 な T 〇 E I C ス コ ア で 表 さ れ る 英 語

能 力 を 持 つ 人 問 の 細 訳 結 果 と 比 較 し て 、  ス コ ア が

5 0 0 点 台 の 人 間 の 能 力 に 相 当 す る と い う こ と が 判 明

した。

今 後 の 課 題 と し て は 、  発 話 状 況 を 利 用 し た 音 声

認 識 、 言 語 細 訳 、 青 声 合 成 の よ り 高 度 な 統 合 技 術

の 研 究 、  種 々 の 話 題 に 対 応 す る 多 言 語 双 方 向 音 声

翻 訳 技 術 の 研 究 、  の 2 点 を 挙 げ る こ と が で き る 。
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( 株 ) A一「ミ音声翻訳通信研究所 7年間のあゆみ

「;986 3月 (株)国際電気通信基礎技術研究所設立

4 月  (株)ATFl農動翻訳電話研究所設立

119 8 Z

119 8 9

1 9 9 :13
C自51)1

11月 ATR第1回研究発表会開催 (以降毎年覽催

12月 ATR豊動翻訳電話研究所墓礎研究シンポジウム開催

l 月

3月

11月

9 月  ATF科学技術セミナー 「音声言語処理技術(第2回)」 1ATRジー一一 1 ,・17号

'11995111 4 月  ATR国際ワーク シ ョ ツ プ 開 催 ( A Tnジ・一ァル2o号)

(日,f0 1 ・ l 0 月  国際共同研究コンソー シアム(C-S「ARl l )開催1ATnジ ャーナル22 i

国際実験パー ト:1一 一メンバ一共同実験合意書調印

(ATF1, CMU , 1iTR1 , 1FIST.カールスル一工大.シー メンス)

l i 月

国際共同研究 コンソーシ ア ム ( C-STAFl1l )開催(ATRジャー ナル25号

(中国科学院、 CL I PSの参加)

マルチ言語マルチ話者音l言合成システム(CHATR)を開発

ATR研究技術会議に 「異文化コミュニケーション」 を提案

多言語話し言 票翻訳システム(ChatTranslat ion)を開発

9月 中圍科学院と音声翻訳等の分野で研究協力に関する覚署を締結 IA , l 、,,一ナル29-

1 0 月  目英音声翻訳システム(ATl=l -MATR I X ) を 開 発

111;998:i
C自1,0ii1 8 月  AT&Tと共同研究契約を締結

一 海外の電話番号に関する質問で英語が不要に 一 IATRジ,,一ナル33号

1 l 9 月  目中音舊翻訳システムの試作

10月 目英双方向書声翻訳システム(ATR -MATR I X ) を 開 発

11i9 9 9
t目n)

7 月  書声翻訳通倍国際共同実験の成功

携帯型書声翻訳システムを開発 IAIF1ジャー ナル37号)

7 月  ノ ー トパソ コン上で、 日英双方向音声翻訳技術を開発

(松下電器産業との共同開発)(ATRジ . 一ナル3フ'・1 ・

10月

l 0 月

l 1 月

ネ ッ ト ワー ク協調型目英双方向音声翻訳技術を開発

音声翻訳における入間 ・ 機械の知意比ぺの幕開け

ATR第12回研究発表会に最終成果を発表

2 0 0 0  2 月  音声翻訳還信技術の基礎研究終了

(H12)
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(株) A一「t 音声翻訳通信研究所 7年間のあゆみ

119B6

4 月  第3l回目本科学技術情報センタ一学術賞 「類似検索方式とその高速化に関する研究」

6月 日常会話調の音声認識技術を開発

5 月  Chat Translat1on , CHATR(お話しクラブ)を 富_- =表義基雜富
「、1TT情報文化センタの展示システムに提供 (ATRジ・一-:,-1 lノ31号) 議? 藤 基 基 禁 経 1

1 ,E? 能 経 1

9 月  日中音声翻訳システムの試作を発表 Z業發 . 報・・ 1 遭? 1
一中国語への音声翻訳に成功 一 経 業 1.1 整 - 富1

l 0 月  目英双方向音声翻訳システム(ATR -MATRlx)の開発を発表 富整富S業量毒體 1基後要

-ATR翻訳システム実用化へ大きな一歩 一 経 装._:::=1盡基, i1 . - C H A TR (お話しクラプ)

1月

3 月
7 月

8 月

9 月

10月

◇童然発話音声言語DB販売開始◇(ATRジf一ナル34考一1

富動音声翻訳国際実験の実施時期発表 - 7月に決定一

米 ・ 独 ・ 韓国との翻訳実験成功(ATRジャーナル371'l1

ATR -MATR I Xの技術をノー トパソコン上で動作に成功 (ATRジャーナル37号)

日英双方向音声翻訳システム (ATR -MATR I X) をMBSメディアショ ーに出展

KTC成果報告会に発表

1 l 月  ネ ッ ト ワーク協調型日英双方向音声翻訳システムの開発を発表

一携帯電話で通訳付きの会話が可能に一

l l 月  音声翻訳人間 ・ 機械の知恵比べ

一 第 一 ラ ウ ン ド で 、  短大生の平均を越えるレぺルに到違 一

l 2 月  ATR研究成果報告会を開催
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特集 一音声翻訳通信研究所プロジェク ト終了

日 本 の 研 究 開 発 に 対 す る 期 待

京 都 大 学 総 長

長 尾  真

米 国 で の 音 声 認 識 研 究 の 歴 史 は 5 0 年 に 近 く  、 研 究 を 継 続 的 に 文 え て 来 た の は

国 防 総 省 の 高 等 研 究 計 画 局 ( A R P A ) で あ っ た 。 数 年 か ら 1 0 年 間 続 く 研 究 プ ロ

ジ ェ ク  ト を 数 件 同 時 並 行 し て 行 い 、  そ の 結 果 を 評 価 し て か ら 、  次 に 行 う べ き 研 究 テ ー マ を 設 定 す る と ぃ う

形 で 、  伝 統 と 実 力 の あ る 幾 つ か の 研 究 グ ル ー プ を 育 て 上 げ 、  技 術 を 発 展 さ せ て 来 た 。  こ れ は 音 声 研 究 だ け

で な く 、  コ ン ビ ュ 一 夕 ネ ッ ト ヮ ー ク の 研 究 や 、  こ の 数 年 間 や っ て い る 電 子 図 書 館 シ ス テ ム の 開 発 な ど で も

同 じ で あ る 。 こ の よ う な 競 争 的 で あ り 、 か っ長 期 的 な 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト を 実 行 で き る の は A R P A の よ う な 特

別 な 機 関 だ け か も 知 れ な い が 、  そ う ぃ う こ と が な け れ ば 難 し ぃ 課 題 に っい て は 研 究 成 果 が 上 が ら ず 、  実 用

に っ な が っ て ゆ か な ぃ だ ろ う 。

青 声 認 識 や 青 声 合 成 の す ば ら し ぃ 実 用 装 置 が 米 国 で 発 売 さ れ る と 、  あ ゎ て て 日 本 で も 同 種 の 日 本 語 音 声

シ ス テ ム が 作 ら れ 売 り 出 さ れ る と ぃ う こ と が 繰 り 返 さ れ て 来 た 。  日 本 は 米 国 に 劣 ら な ぃ 青 声 技 術 を 持 つ て

い る に も か か わ ら ず 、  な ぜ 先 頭 を 切 る こ と が で き ず に 来 た の か を よ く 考 え る こ と が 必 要 で あ ろ う 。 課 長 や

部 長 、  さ ら に は 技 術 担 当 重 役 が こ れ は 良 い 製 品 に な る と ぃ う 判 断 を す る 能 力 を 磨 き 、  研 究 者 が す ば ら し ぃ

製 品 が 作 れ そ う だ と い う 提 案 を し た と き 、 決 断 の で き る 体 制 を う ま く 作 り 、 ユー ザ の 立 場 に 立 つ た 製 品 開

発 を 短 時 間 で で き る よ う に し な け れ ば 、  日 本 の 研 究 開 発 者 が ぃ く ら 高 い 技 術 力 を 持 つ て い て も 革 新 的 な 製

品 を 世 界 に 先 が け て 作 り 出 す こ と は 英11 し ぃ だ ろ う 。

機 械 制 訳 に っい て は 日 本 は 世 界 を リ ー ド し て い る と ぃ っ て よ い だ ろ う 。  日本の研究者は区欠米の研究者と

違 つ て 、 言 語 は け っ し て き れ い な 理 論 的 枠 組 の み に よ っ て 提 え る こ と は で き な ぃ と い う 認 識 の 上 に 立 ち 、

種 々 の 経 験 的 方 法 を 導 入 す る こ と に よ っ て 、 か な り 良 い 日 英 、 英 日 翻 訳 シ ス テ ム を 作 つ て 来 た 。 私 が l 9 8 1

年 に 提 唱 し た ア ナ ロ ジ ー に よ る 機 械 翻 訳 方 式 も 、  そ の 有 効 性 が 数 年 前 か ら 世 界 的 に よ う ゃ く 広 く 認 識 さ れ

る よ う に な り 、 実 用 シ ス テ ム に も 取 り 入 れ ら れ る よ う に な っ て 来 て い る 。  こ う し て 具 体 的 な 言 葉 の 表 現 を

集 め て 利 用 す る こ と の 重 要 性 が 認 識 さ れ る よ う に な っ た 結 果 、 欧 米 で は 大 規 模 な テ キ ス ト デー タ ベ ー ス 作

成 の プ ロ ジ ェ ク ト や 辞 書 に っい て の 地 道 な 研 究 が 進 ん で 来 た 。 こ う ぃ っ た 息 の 長 い 一 見 何 も 生 み 出 さ な ぃ

よ う な 作 業 は 日 本 で は な か な か 認 め ら れ ず 、  子 算 がっかず、 遅 れ を と っ て い る の は 残 念 で あ る 。

結 論 的 に 言 え る こ と は 、  ( 1 ) 2 0 年 ̃ 3 0 年 と ぃ う 長 期 に わ た る 研 究 を し な け れ ば 青 声 や 言 語 と ぃ っ た 人 間

に か か わ る 研 究 は 成 果 が 上 が ら な ぃ 、  ( 2 ) 理 論 的 、 形 式 的 な こ と で 論 文 の 書 き ゃ す ぃ こ と で な く 、 経 験 的

な デ 一 夕 の 積 み 上 げ を し な ぃ と 実 用 に な る 有 効 な シ ス テ ム は 作 れ な い 、  ( 3 )  実 用 シ ス テ ム は 利 用 者 の 立 場

に 立 つ て 微 底 し た 技 術 の 総 合 化 を 集 中 的 に 行 う こ と が 必 要 で 、  こ れ に は 決 断 力 を イ、l っ た 統 一への 意 志 が 必

要 で あ る 、  と ぃ っ た こ と で あ ろ う 。 外 国 で 成 功 し た か ら 日 本 で も 大 急 ぎ で 開 発 す る と ぃ う の で は 情 け な い。

青 声 細 訳 通 信 の 研 究 成 果 の 継 承 的 発 展 が 望 ま れ る 。

音 声 翻 訳 に お け る 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 と の 共 同 研 究

A T & T 研 究 所 副 社 長

口 一 レ ン ス 。 ラ ビ ナー

1 9 9 8 年 初 頭 に A T & T と 青 声 翻 訳 通 信 研 究 所  ( ITL)  の 間 で 青 声 細 訳 に 関 す る 共

同 研 究 が 開 始 さ れ ま し た 。 1 9 9 8 年 中 期 に は 、 米 国 と 日 本 に お け る オ ぺ レ 一 夕 の

支 援 に 焦 点 を 絞 つ た 、  顧 客 サ ー ビ ス 分 野 に お け る 英 日 双 方 向 細 訳 シ ス テ ム 作 成 を 目 的 と  し た プ ロ ジ ェ ク  ト

が 選 定 さ れ 、  そ れ に 向 け た 技 術 研 究 が 始 め ら れ ま し た 。  1 8 カ 月 の プ ロ ジ ェ ク ト 期 間 、 A T & T の H i y a n

A l s h a w i 博 士 と I T L の 中 村 篤 主 任 研 究 員 の 両 名 が 共 同 で そ の 連 営 に 当 り ま し た 。 1 9 9 9 年 1 2 月 の プ ロ ジ ェ. ク

ト に 関 す る 最 終 報 告 を も っ て 、  こ の 目 的 が 達 成 さ れ た こ と を 、  こ こ に 報 告 で き る こ と は 私 の 喜 び と す る と

こ ろ で す 。
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総 合 的 な 目 的 達 成 の た め 、  一連 の バ イ  リ ン ガ ル デー タ べ ー ス お よ び 音 声 認 識 、  音 声 合 成 、  言語翻i訳、 シ

ス テ ム 間 通 信 の 各 シ ス テ ム を 構 成 す る 要 素 を 作 成 す る こ と を 含 め 、  両 研 究 所 は い ず れ も 当 初 計 画 さ れ た 一

連 の 日 程 に 従 つ て 作 業 を 遂 行 し ま し た 。 そ の 具 体 的 な 成 果 は 、  プ ロ ジ ェ ク ト に お け る 、  よ り 大 き な 意 味 で

の 目 的 、  と い う 観 点 か ら 提 え る 必 要 が あ り ま す 。 つ ま り 、  こ れ ら の 成 果 に は 、 実 用 的 な 音 声 言 語 シ ス テ ム

を 構 成 す る 要 素 技 術 の 先 端 的 研 究 お よ び こ の よ う な シ ス テ ム が ネ ッ ト ヮ ー ク 上 で の 相 互 オ ぺ レ ー シ ョ ン に

よ っ て 広 く 使 わ れ て い く た め の 標 準 的 な 通 信 ア ー キ テ ク チ ャ 構 築 が 含 ま れ て い ま し た 。

顧 客 サ ー ビ ス の 領 域 を 選 択 し た こ と で 、  研 究 者 は 、  実 際 の 電 気 通 信 サ ー ビ ス 利 用 者 か ら 収 集 し た 数 多 く

の 実 デ 一 夕 に 対 し 、  開 発 さ れ た 応 用 可 能 な 方 式 を 実 証 す る こ と が 可 能 に な り ま し た 。  プ ロ ジ ェ ク ト で は 、

英 日 細 訳 に 対 す る ェ ラ 一 率 を 半 減 さ せ る 全 自 動 翻 訳 モ デ ル ・ ト レ 一 = ン グ ・ ア ル ゴ リ ズ ム の 新 規 バー ジ ョ

ン も A T & T 研 究 所 で 開 発 さ れ ま し た 。

シ ス テ ム 全 体 の 構 築 と い う 本 来 の 日 的 の た め 、  そ れ ぞ れ が そ れ ぞ れ の 言 語 の 認 識 、 細 訳 お よ び 合 成 シ ス

テ ム の 構 築 に 集 中 す る た め 、 互 い に 開 発 成 果 の 共 有 と 再 利 用 を 可 能 と す る こ と が 必 要 で し た 。  ま た 、  そ れ

そ れ が 各 自 の  ( そ れ そ れ 固 有 の )  テ ク ノ ロ ジ を 展 開 し て い く た め 、  シ ス テ ム ・ ア ー キ テ ク チ ャ 全 体 の 要 件

と し て 、  シ ス テ ム 間 相 互 通 信 手 段 と し て I P テ ク ノ ロ ジ と の 互 換 性 が 条 件 と さ れ ま し た 。  こ れ ら の 条 件 を 満

た す イ ン タ オ ぺ レ ー テ ィ ン グ ・ プ ロ ト コ ル  (TI〇P) は A T & T が 設 計 し た も の を 、 そ れ そ れ が 実 装 し ま し た 。

最 終 的 な 結 果 と し て 、  ア メ リ カ ・ ニ ュ ー ジ ャ ー ジ の A T & T 研 究 所 と 京 都 の I T L 、 両 サ イ ト 間 で 、 I P プ ロ ト コ

ル を 用 い た 双 方 向 音 声 言 語 翻 訳 シ ス テ ム の デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン を 行 い 、 十 分 実 用 に な り う る こ と を 示 し

ま し た 。 総 合 的 に 見 て 、  あ ら ゆ る 目 標 と 計 画 日 程 を 達 成 し た こ の 共 同 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 多 大 な 成 功 を

収 め た も の と 評 価 し て い ま す 。

音 声 翻 訳 、  人 々 を つ な ぐ も の

力 一 ネ ギ ー メ ロ ン 大 学 、  カ ー ル ス ル 一 工 大 学 教 授

ア レ ッ ク ス 。 ワ イ ぺ ル

新 し ぃ ミ レ ニ ア ム を 連 え ょ う と す る 今 、  過 去 を 振 り 返 り 、  数 々 の 変 化 に 目 を

1li] け て み ま す と 、 特 筆 す べ き は 、  こ の 千 年 に 人 々 、  国 家 、 文 化 が 国 際 化 さ れ 、

そ の 境 界 が 次 第 に 薄 れ て きた こ と で す 。 滋 気 船 か ら ジ ェ ツ  ト機へ、 電 報 が イ ン 夕 一 ネ ッ  ト に と 、  技 術 革 新

が 私 達 の ・世 界 を 小 さ く し 、  人 々 の 間 の 距 離 は ま す ま す 近 く な っ て き て い ま す 。

私 達 は 幸 連 に も 、 究 極 の 科 学 技 術 に お け る 架 け 橋 が 実 現 す る と こ ろ を 日 の 当 た り に し て い ま す 。  自 分 自

身 で 動 い た り 、  品 物 を 連 ば な く て も お:lfi い に 考 え と 心 を 近 づ け る こ と が で き る 技 術 、 会 話 を 翻 訳 す る シ ス

テ ム が 、  ま さ に そ れ が 必 要 と な る 情 報 の ミ レ ニ ア ム の 始 ま り 、 そ の 時 に 登 場 し ま し た 。

普 声 細 訳 通 信 研 究 所 は 、  将 来 に 対 す る 鋭 い 洞 察 と 科 学 的 創 意 を も っ て 、  こ の 分 野 を 開 拓 し て き ま し た 。

A T R は パ イ オ ニ ア 精 利 1 あ ふ れ る ア イ デ ア 、 概 念 、  ビ ジ ョ ン と リ ー ダ ー シ ッ プ 、 研 究 チ ー ム の 才 能 、 努 力 、

11l11 耐 、  そ れ か ら 田:界 の 科 学 研 究 コ ミ ュ ニ テ ィ の 友 情 と 文 接 を 受 け 、 夢 見 て 、 切 磋 琢 磨 し 、  不 可 能 を 可 能 と

し ま し た 。

こ の 素 晴 ら し ぃ プ ロ ジ ェ ク ト の 完 成 を 視 福 す る こ と は 私 の 大 き な 喜 び で す 。 技 術 は 確 立 さ れ ま し た 。 そ

れ は も は や 概 念 の 域 を 脱 し 、 実 用 化 が 手 の 用iく 範 囲 に あ り ま す 。 大 語 彙 の 辞 書 、 l産ll 健 な 細 訳 ア ル ゴ リ ズ ム 、

自 然 な 話 し 言 葉 、  自 然 な 青 声 合 成 等 が 、  こ の シ ス テ ム を 構 成 し て い ま す 。  長 年 に わ た る 研 究 は 、  青 声 認 識 、

青 声 合 成 、 言 語 翻 訳 、 言 語 処 理 、  デー タ ベ ー ス 、  イ ン タ ー フ ー、r. ー ス ・ デ ザ イ ン お よ び ヒ ュ ー マ ン ・ フ ァ ク

タ ー に お ぃ て 大 き く 貢 献 し ま し た 。

個 人 的 に も お 祝 い を 述 べ さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  私 は こ こ A T R で 科 学 者 達 と 共 に 研 究 に 専 念 し

た こ と を ・l 要 か し く 思 い ま す 。 研 究 機 関 の 緊 密 な 協 力 は 数 々 の 成 果 を 生 み 、 音 声 翻 訳 国 際 研 究 コ ン ソ ー シ ア

ム ( C-S T A R ) が 創 設 さ れ 大 き く 成 長 し ま し た 。

A T R で 多 く の 革 新 的 な ァ イ デ ア に 角 ll 1 れ 、 個 人 的 な 親 交 を 深 め 、 迅 速 な 発 展 を J 1 儿 で 感 じ 、  イ ン パ ク ト を 与

え ら れ た こ と は 実 に 信 じ ら れ な い 月,tl9 踊 る 体 験 で し た 。  こ の 一 連 の 研 究 に 関 わ る こ と が で き た こ と は 大 変 名

誉 な こ と で あ り 、 私 自 身 一111 り に 思 つ て い ま す 。
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第 2 研 究 フ ェ 一 ズ の マ イ ル ス  ト ー ン

KD D研究所主席研究員 ( 前 A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 社 長 )

山 崎  泰 弘

当 研 究 所 の 研 究 目 標 は 、  日 常 の 会 話 に 現 れ る  自 然 な 話 し 言 葉 を 翻 訳 す る た め

の 要 素 技 術 と そ の 統 合 化 技 術 を 確 立 す る こ と で し た 。  本 研 究 所 は 第 2 フ ェ 一 ズ

に あ た り 、  マ イ ル ス ト ー ン と し て 、  具 体 的 な シ ス テ ム を イ メ ー ジ す る こ と に し ま し た 。  ① マ ル チ メ デ ィ ア

細 訳 シ ス テ ム 、 ② 多 言 語 青 声 翻 訳 通 信 会 識 シ ス テ ム 、 ③ 携 帯 電 話 青 声 制 訳 シ ス テ ム  ( 下 図 )  で す 。  し か も 、

そ れ ぞ れ に イ ラ ス ト を l 枚 づ っ 用 意 し 、  イ メ ー ジの角、1 1 t 明 化 を 図 り ま し た 。 多 く の 研 究 者 が 2 ̃ 3 年 で 入 れ 替

わ る 組 織 に お い て 目 標 を 常 に 同 一 方 向 に 明 示 す る こ と が 必 要 だ っ た か ら で す 。  こ の マ イ ル ス ト ー ン を 1 9 9 5

年 、  テ レ コ ム 9 5 ( ジ ュ ネ ー ブ)  で 論 文 “ T o w a r d  Cross-Language Globa i  Communicat ions" と し て 発 表 し ま し

た 。 公 言 し た こ と に な り 、 身 の 引 き 締 ま る 思 い で し た 。

そ の 後 、 私 自 身 は A T R を 離 れ 、 外 部 か ら 研  a
究 の 進 展 を 期 待 し て い ま し た 。 ① は 1 g 9 5 年 、  /M-ai
② は 1 9 9 9 年 7 月 実 験 に 成 功 し て い ま し た が 、 /;:: 、
③ は 発 表 さ れ て い ま せ ん で し た 。

1 9 9 9 年 1 1 月 、 A T R 研 究 発 表 会 に 参 加 し た 時 、

デ モ 会 場 に 招 き 入 れ ら れ ま し た 。 私 の 内 ポ ケ ッ

ト に あ っ た 普 通 の 携 帯 電 話 で  「今 、  京 都 に い ま

す 。 ホ テ ル あ り ま せ ん か 。 高 の 原 近 く に」 と 話

し た 途 端 、 英 語 に 翻 訳 さ れ た の で す 。 正 に イ ラ

ス ト で 描 い た 携 帯 電 話 音 声 細 訳 通 信 の イ メ ー ジ

そ の も の で し た 。 テ レ コ ム 9 5 で 公 言 し た 3 つ

の イ メ ー ジ が 全 て 実 を 結 ん だ こ と に な り 感 激 し

ま し た 。 マ イ ル ス ト ー ン に 向 か っ て 、 尽 力 さ れ

た研究員の方々と技術文接グル ー プの方々に心

か ら 「お め で と う 1 と 申 し 上 げ た い 。

:

マ ル チ メ  デ イ  ア 翻 訳 シ ス テ ム

指 帯 電 語 青 声1l,;1l1訳 シ ス テ ム

多 重 語 音 声 翻 訳 通 信 会 議 シ ス テ ム

音 声 翻 訳 研 究 所 に お け  る音声の研究

グ リ フ ィ ス 大 学 教 授  ( 前 A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 第 一 研 究 室 )

ク ル デ ィ ッ プ 。 K 。 パ リ ワ ル

私 は  1 9 9 4 ̃  1 9 9 5 年 に か け て 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 ( A T R / I T L ) を は  じ め て 訪 問 し

ま し た が 、  そ れ よ り 以 前 か ら A T R / I T L の 音 声 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク ト の 存 在 は す で に
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知 つ て い ま し た 。  こ の 独 自 の 挑 戦 的 プ ロ ジ ェ ク  ト に 、  A T R は 他 に 先 駆 け て 取 り 組 み 、  あ る 言 語  ( た と え ば 日

本 語 ) の 音 声 を 、 別 の 言 語 ( た と え ば 英 語 ) の 音 声 に 翻 訳 す る シ ス テ ム の 開 発 を 日 指 し て い ま し た 。 こ れ は

音 声 認 識 、 言 語 翻 訳 、 音 声 合 成 お よ び シ ス テ ム 統 合 を 含 む 多 く の 研 究 分 野 に 関 係 し 、 多 く の 学 問 領 域 に わ た

る プ ロ ジ ェ ク ト で す 。 最 近 、 A T RfI T L は 音 声 翻 訳 シ ス テ ム の プ ロ ト 夕 イ プ の 実 演 に 成 功 し ま し た 。 こ れ は 現

在 、 音 声 翻 訳 の 分 野 を リ ー ド し て い る シ ス テ ム で す 。 私 自 身 も A T R の 研 究 と ス 夕 ツ フ の 質 の 高 さ iこ 強 い 感

銘 を 持 ち 、 通 算 5 回 、 短 期 な が ら も 毎 年 欠 か さ ず A T R への 訪 間 を 重 ね て き ま し た 。

A T R は 国 際 的 な 研 究 協 力 に 力 を 入 れ て お り 、  外 国 人 の 研 究 者 や 科 学 者 が A T R に 来 て 研 究 を 行 な う よ う 働

き か け て い ま す 。  し た が っ て 、 A T R で は 働 く 人 員 の か な り の 数 を 海 外 か ら 迎 え て い ま す 。 こ れ が 、 非 常 に 協

力 的 で あ り な が ら 、 そ れ で い て 互 い に 競 い 合 つ て 研 究 す る 雰 囲 気 を 酸 し 出 し て い ま す 。  A T R の 研 究 ス 夕 ツ フ

は 非 常 に 意 欲 的 、 動 勉 、 知 的 で あ る と 共 に イ マ ジ ネ ー シ ョ ン 豊 か で す 。 実 際 、 私 に と っ て も 、 破 ら は 非 常 に

協 力 的 で 頼 れ る 存 在 で し た 。 私 は 、 A T R で 青 声 認 識 分 野 に お い て 多 く の 研 究 ス 夕 ツ フ と 協 力 し 、  よ い 成 果 を

得 る こ と が で き ま し た 。

A T R は 、  音 声 認 識 と 合 成 の 分 野 で 、  国 際 的 に 高 く 評 価 さ れ て い る 研 究 機 関 で す 。  音 声 認 識 の 分 野 で は 、  主

に 青 響 モ デ リ ン グ 技 術 、 話 者 適 応 技 術 お よ び 言 語 モ デ リ ン グ 技 術 等 の 発 展 に 貢 献 し て き ま し た 。 ま た 、 デー

夕 111区動型の青声合成モデルは、 多 く の 国 際 的 な 研 究 セ ン 夕 一 で 使 わ れ て い ま す 。  ATR/ ITLの研究者は、 国 際

的 に 評 価 さ れ る 研 究 論 文 誌 や 国 際 会 議 で そ の 研 究 成 果 を 定 期 的 に 発 表 し て い ま す 。  そ れ ら の 研 究 の 貢 献 度 は

国 際 的 な コ ミ ュ ニ テ ィ で 広 く 認 め ら れ て い ま す 。  ま た 様 々 な一流 の 技 術 委 員 会 / ボー ド の メ ン バー も 多 く 華

出 し 、  国 際 会 議 の 技 術 セ ッ シ ョ ン の 座 長 と し て 頻 繁 に 招 聘 さ れ て い ま す 。  A T R は 音 声 研 究 の 分 野 に お い て 、

世 界 の 技 術 水 準 の 向 上 を 担 つ て き た と い え ま す し 、 私 と し て は 、 将 来 的 に も そ れ が 続 い て い く こ と を 願 つ て

や み ま せ ん 。

音 声 翻 訳 技 術 の 応 用 研 究 を 通 し て 感 じ た こ  と

松下電器産業(株)先端技術研究所主任研究員 ( 前 A T R 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 第 三 研 究 室 )

脇 田  由 実

A T R 音 声 細 訳 通 信 研 究 所 に 3 年 2 カ 月 お 世 話 に な り 、  音 声 認 識 お よ び 言 語 翻 訳

に 関 す る 研 究 に 取 り 組 ま せ て い た だ き ま し た 。  9 7 年 末 に 出 向 元 で あ る 松 下 電 器

先 端 技 術 研 究 所 に 戻 り  ま し た が 、  そ の 後 、  音 声 細 訳 通 信 研 究 所 お よ び 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 研 究 所 の ご 協 力 に

よ り 、  携 帯 型 P C 上 で リ ア ル タ イ ム 動 作 が 可 能 な 日 英 双 方 向 音 声 認 識 シ ス テ ム の 開 発 を 行 な ぃ ま し た 。  新 聞

発 表 な ど も 行 い 、 多 く の 方 々 に ご 評 価 い た だ く 機 会 を 得 る こ と が で き ま し た 。

現 在 、  こ の 評 価 結 果 を も と に 、 音 声 翻 訳 技 術 を 広 く 一般のユ ー ザ に 使 用 い た だ く 可 能 性 を 検 討 し て お り ま

す 。 こ の 活 動 を 通 し て 、 機 械 に よ る 即 時 通 訳 と い う 夢 の よ う な 世 界 が 日 の 前 で 実 現 さ れ る こ と に 対 し て 、 多

く の 人 に 非 常 な 関 心 を 持 つ て い た だ き ま し た 。  青 声 翻 訳 技 術 が 新 た な 文 化 と し て 日 常 生 活 の 中 に 入 り 込 む 日

が 近 い こ と を 実 感 し て い た だ け た と 思 い ま す 。 特 に 、 「携 帯 性」 「処 理 の 即 時 性」 「あ ぃ づ ち ゃ 少 々 の 聞 き 間

違 い に 対 す る 処 理 の 柔 軟 性」 な ど は 高 い 評 価 を ぃ

た だ け た と 感 じ ま し た 。  し か し 一 方 で 、  言性でもど

ん な 環 境 で も 使 用 で き る 、  最 低 限 必 要 な 内 容 は 正

し く 伝 え て く れ る な ど 、 広 く 使 用 さ れ る ,た一 め の 必

要 条 件 を 満 た す に は 、  基 本 技 術 と 応 用 展 開 の 両 面

か ら 、  少 し 視 点 を 変 え た 研 究 開 発 が 必 要 で あ る こ

と も 分 か り ま し た 。

今 後 は 、  基 本 技 術 の 高 性 能 化 に 取 り 組 み 成 功 さ

れ た 経 験 を 生 か し て 、  さ ら に 性 能 の 確 実 な 保 証 を

念 頭 に 基 本 技 術 の 確 立 に 寄 与 し て い た だ く こ と を

期 待 い た し ま す 。
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研究動向紹介 一

実 世 界 指 向コミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ア を 目 指 し て

Towards communityware situated in real -world contexts

現 在 私 た ち が 進 め て い る 展 示 見 学 ガ イ  ド シ ス テ ム 構 築 の プ ロ ジ :11:ク ト を 紹 介 し 、

実 世 界 コ ン テ キ ス ト に 理 め 込 ま れ た コ ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ア の 考 え を 提 案 し ま す 。

私 た ち の 展 示 見 学 ガ イ ド シ ス テ ム の 目 標 は 、  ユ ー ザ の 個 人 的 な コ ン テ キ ス ト に

応 じ て 展 示 見 学 に 関 連 す る 情 報 を 個 人 イ ヒ し て 提 示 す る と 同 時 に 、  興 味 を 共 有 す

る ユ ー ザ 同 士 の 出 会 い や コ ミ ュ ニ テ ィ 生 成 を 支 援 し 、 知 識 共 有 を 促 進 す る こ と

です。

We propose a notion of communltyware situated in real -world contexts by
presenting our ongoing project of a guidanoe system for exhibition tours. The

alms of our system are to provlde users with a personalagent whlch guides ln
exhlbition tours according to thelr individualcontexts,and to fac1litate new
encounters,community formation,and knowledge sharlng among people with
shared interests.

1.  は じ め に

オ フ イ ス や 学 校 で の コ ン ピ ュ 一 夕 ネ ッ ト ヮ ー ク

の 普 及 は 、  目 標 を 共 有 す る グ ル ー プ の 共 同 作 業 を

支 援 す る シ ス テ ム 、  つ ま り グ ル ー プ ウ ェ ア の 研 究

の き っ か け と な り ま し た 。 最 近 の 世 界 規 模 の コ ン

ピュ 一 夕 ネ ッ ト ヮ ー ク ( イ ン 夕 一 ネ ッ ト )  の 広 が

り ゃ モ バ イ ル コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 技 術 の 発 展 に よ

り 、  ( 時 間 的 、 空 間 的 、 心 的 に )  も っ と 広 く 分 散 し

た 人 々 の 間 で の コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 、 興 味 や 知 識 の

共 有 、  社 会 的 活 動 等 を 文 援 す る た め の シ ス テ ム 、

つ ま り 、  コ ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ア の 研 究 が 盛 ん に な り

つ つ あ り ま す '' '。
そ こ で 私 た ち は 、  人 々 が 知 識 交 流 す る た め に 実

際 に 行 き 来 す る 場 と し て の 博 物 館 や 研 究 所 公 開 に

着 日 し 、  そ こ で の 利 用 を 想 定 し た 展 示 ガ イ ド シ ス

テ ム の 試 作 ( C o n t e x t-aware Mobi le Assistant Project;

c MA P )  を 行 つ て い ま す 。  こ こ で は 、 私 た ち が 開

発 し て ぃ る 展 示 ガ イ ド シ ス テ ム を 紹 介 し 、 興 味 を

共 有 す る 人 の 集 ま り  ( コ ミ ュ ニ テ ィ )  の 中 で の 出

会 い や 知 識 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 促 進 す る た め の

私 た ち の 試 み を 紹 介 し ま す 。

2. C-M A P 展 示 ガ イ  ド シ ス テ ム

プ ロ ジ ェ ク ト C-M A P の 目 標 は 、  1 ) 展 示 会 場 に

お い て 、  見 学 者 一 人 一 人 の コ ン テ キ ス ト  ( 場 所 や

時 間 と ぃ っ た 状 況 や 、 個 人 的 興 味 )  に 応 じ た 個 人

ガ イ ド を 提 供 し 、 2 ) 展 示 見 学 を き っ か け と し た 、

興 味 を 共 有 す る 人 々 の 間 の 出 会 い や 情 報 共 有 を 支

援 す る シ ス テ ム を 構 築 す る こ と で す 。

図 1 に 現 在 の C-M A P 展 示 ガ イ ド シ ス テ ム の 概 観

を 示 し ま す 。  シ ス テ ム は 基 本 的 に 、 展 示 の 背 後 で

展 示 情 報 やュー ザ ( 見 学 者 / 展 示 者 )  の 情 報 を -'・
積 ・ 伝 達 し て い る 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク と 、 各 ユ ー ザ

が 携 帯 す る ガ イ  ド シ ス テ ム で 構 成 さ れ ま す 。  展示

会 場 に は 複 数 の 展 示 デ イ ス プ レ イ と 情 報 キ オ ス ク

が 設 置 さ れ 、 ユ ー ザ は 手 元 の ガ イ ド シ ス テ ム と そ

れ ら を 赤 外 線 リ ン ク で 接 続 す る こ と で ネ ッ ト ヮ ー

ク 上 の 情 報 に ア ク セ ス し ま す 。 以 下 、 個 別 の シ ス
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テ ム の 概 要 を 説 明 し ま す 。

2.1 .  携 帯 ガ イ ド シ ス テ ム に よ る 個 人 ガ イ ド

私 た ち の 最 初 の プ ロ ト 夕 イ プ ' 2 ' で は 、  無 線 で

L A N に っ な が っ た 携 帯 パ ソ コ ン を 見 学 者 に 貸 し 出

し 、  そ の 上 で パー ソ ナ ル な ガ イ ド シ ス テ ム を 提 供

し ま し た 。  ま た ュ ー ザ の コ ン テ キ ス ト 情 報 の 獲 得

に は 、  赤 外 線 を 用 い た 位 置 検 出 デ バ イ ス や 、  シ ス

テ ム 上 で の ユ ー ザ に よ る キ ー ワ ー ド 選 択 、 ユ ー ザ

の 見 学 履 歴 等 の デー タ を 利 用 し ま し た 。

現 在 私 た ち は 、  よ り 実 用 的 な 携 帯 ガ イ ド の 試 作

を 目 指 し て 、 P D A ( P c r s o n a l D i g i t a l A s s i s t a n t ) 型 の 端

末 と 据 え 置 き 型 の 展 示 デ イ ス プ レ イ / 情 報 キ オ ス

ク を 利 用 し た 構 成 で 実 装 を 進 め て い ま す  ( 図 2 参

照 ) 。 ユ ー ザ の 個 人 情 報 ( ユ ー ザ I D 、 見 学 履 歴 、 興

味 の 対 象 等 )  は P D A 内 に 管 理 さ れ 逐 次 更 新 さ れ ま

す 。 展 示 デ イ ス プ レ イ の 前 に P D A を 向 け る と 両 者

の 間 に 赤 外 線 リ ン ク が 確 立 し 、  ユ ー ザ の 個 人 情 報

が 選 択 的 に P D A か ら 展 示 デ イ ス プ レ イ に 渡 さ れ 、

展 示 デ イ ス プ レ イ は そ の 情 報 に 応 じ て 展 示 情 報 を

加 工 し 表 示 し ま す 。 例 え ば 、 ユ ー ザ の 興 味 や 理 解

度 を 推 定 し て 展 示 情 報 の 提 示 内 容 を 変 え た り 、  そ

れ ま で に 見 学 し た 他 の 展 示 と の 関 連 を 説 明 す る こ

と が 可 能 に な り ま す 。

P D A が 展 示 デ イ ス プ レ イ と 赤 外 線 リ ン ク す る た

び にュー ザ の 見 学 履 歴 は 更 新 さ れ 、  そ れ に と も な

い 、  P D A 上 の ガ イ  ド 情 報  ( 次 に 見 学 す る べ き 展 示

の 推 薦 等 )  が 更 新 さ れ ま す 。  現 在 は 、  各 展 示 デ ィ

ス プ レ イ が ガ イ ド 情 報 の た め の シ ナ リ オ デー タ ベ

ー ス を 持 ち 、  ユ ー ザ の 現 在 の 見 学 履 歴 に 応 じ て 加

工 し 直 し た ガ イ ド 情 報 を P D A に 返 送 す る 、  と ぃ う

方 法 で 実 装 し て い ま す 。

2.2. 参加型展示の個人化

ガ イ ド シ ス テ ム が 蓄 積 し た ュー ザ の コ ン テ キ ス

ト 情 報 を 利 用 す る こ と で 、  見 学 者 参 加 型 の 展 示 を

個 人 化 す る こ と が で き ま す 。  例 え ば 、  ユ ー ザ の 興

味 に 合 わ せ て 展 示 デ モ の 内 容 を 自 動 的 に 切 り 替 え



図 1 c-M A P 展 示 ガ イ  ド シ ス テ ム の 概 観

図 2  P D A と 展 示 デ ィ ス プ レ イ に よ る 個 人 ガ イ  ド

た り 、  P D A 上 の ガ イ  ド キ ャ ラ ク タ が 展 示 デ モ の 画

面 に 乗 り 移 つ て 説 明 を す る こ と が で き ま す''。

2.3 .  コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ  ト ワ ー クの可視化

展 示 会 場 や オ ン ラ イ ン に よ る シ ス テ ム 利 用 に よ

っ て 獲 得 ・ 蓄 積 さ れ たュ ー ザ の コ ン テ キ ス ト 情 報

を 構 造 化 す る こ と で コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク を

構 成 し 、  興 味 を 共 有 す る ュ ー ザ の 間 の 出 会 い を 支

援 す る こ と が で き る と 考 え て い ま す同。 こ こ で 言 う

コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ワ ー ク と は 、 展 示 へ の 関 わ り

に 応 じ て 結 び 付 け ら れ た 人 の 集 ま り を 表 す 概 念 で

す 。  こ こ で 「展 示 に 関 わ る 」 と は 、  そ の 展 示 の 展

示 者 で あ る と か 、  そ の 展 示 を 見 学 し て 深 い 興 味 を

持 つ こ と な ど を 意 味 し ま す 。

具 体 的 に は 、 展 示 、 見 学 者 、 展 示 者 の 三 者 を ノ

ー ド と し 、  展 示 と 見 学 者 / 展 示 者 の 間 の 関 連 度 に

応 じ て そ れ ら の ノ ー ド を 結 合 し た ネ ッ ト ヮ ー ク を

構 成 ・ 可 視 化 し 、  コ ミ ュ ニ テ ィ へ公 開 し ま す 。 各

ノ ー ド に は 展 示 や 展 示 者 に 関 す る ホ ー ム ペ ー ジ や 、

自 動 生 成 さ れ た 見 学 者 の 見 学 1i1記ペ ー ジ が リ ン ク

さ れ ま す 。

コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク は 、  オ ン ラ イ ン に よ

る ア フ 夕 一 サ ー ビ ス と し て 提 供 す る こ と に 向 い て

い ま す し 、  会 場 に お か れ た 情 報 キ オ ス ク で 時 々

刻 々 成 長 し て い く コ ミ ュ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク を 提

供 す る こ と で 会 場 で の 見 学 者 同 士 の 情 報 共 有 を 促

進 す る こ と も 可 能 だ と 考 え ま す 。

3 .  お わ り に

私 た ち の 展 示 ガ イ ド シ ス テ ム は 、  「展示」 と ぃ う

知 識 空 間 の 中 で の 人 と 知 識 の 間 の ダ イ ナ ミ ク ス を

創 出 す る こ と を 意 図 し て い ま す 。  そ の 目 標 を 実 現

す る た め に 、  実 空 間 と し て の 展 示 会 場 に お け る 見

学 行 動 と 情 報 空 間 に お け る 情 報 探 索 が 互 い を 強 化

し 合 う よ う な 仕 組 み 作 り を 試 み て い ま す 。 今 後 は

実 際 の 陣 物 館 や 展 示 会 を 対 象 と し た シ ス テ ム の 試

作 を 続 け る と と も に 、  も っ と 日 常 的 な 場 面 ( 例 え

ば 、  オ フ イ ス や 街 ) へ開 発 対 象 を 展 開 し て い く 予

定です。
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研究動向紹介

あ な た の 名 前 、  認 識 さ れ ま す か  ?

Can you make  your name recognized?

コンピュ ー タ に 入 間 が 発 声 し た 文 を 上 手 に 聞 き 取 ら せ る た め に は 、  音 に 関 す る

知 識 に 加 え 、 単 語 並 び の 規 則  ( 文 法 )  と 各 単 語 の 発 音 ( 単 語 辞 書 )  を 教 え て お

く 必 要 が あ り ま す 。 で は 、  コンビュ ー タ の 知 ら な い 単 語 を 発 声 し て し ま っ た ら 、

ど う な る で し ょ う か ?  こ こ で は 、 単 語 辞 書 に 裁 つ て い な い 単 語 を 認 識 す る た め

の 新 し い 手 法 を 紹 介 し ま す 。

To make a computer to recognl ;ze wel i what w e  say , w e  have to teach the

computer not only the phonic knowledge but also the r し1 les of word order

(grammar)and the pronunoiation of indivldualwords(word dictionary).What wil1

happen l f  w e  say words that the computer does  not know? Here ,we  wlll

introduce a new method to make a computer recognlze words that do  not appear

on the word dictionary .

1.  辞 書 に な い 名 前 は 認 識 で き な ぃ

音 声 認 識 を 使 わ れ た こ と が お あ り で し ょ う か ?

近 頃 は 、  テ レ ビ な ど で 目 に す る 機 会 も 多 く な り ま

し た 。  cM な ど に も 使 わ れ て い る よ う に 「あ な た に

頂 い た べ っ た ら 演 け 、  と て も お い し か っ た 。 」  と マ

イ ク に 向 か っ て 話 す と 、  コ ン ビ ュ ー タ の 画 面 に か

な 漢 字 混 じ り の 文 が 表 示 さ れ る 連 続 青 声 認 識 技 術

は 、 最 近 身 近 な 生 活 に も 入 り 込 ん で き ま し た 。  日

新 し さ や 物 珍 し さ が 先 行 し 、  ア ミ ュ ー ズ メ ン ト 的

なュー ザ イ ン 夕 フ ;r.一 ス と し て 急 速 に 広 ま っ た 感

も あ る 音 声 認 識 で す が 、 実 用 化 に 際 し て は 、 解 決

し な け れ ば な ら な い 課 題 も 数 多 く 残 さ れ て い ま す 。

そうした言果題の一つに未登録語の間題があります。

未 登 録 語 と は 、 文 字 ど お り 、 辞 書 に 登 録 さ れ て

い な い 単 語 の こ と で す 。 青 声 認 識 で は 通 常 、 単 語

を そ の 読 み と と も に 「単 語 辞 書」 に 格 納 し 、 単 語

に 基 づ く 処 理 を 行 つ て い ま す 。  普 段 目 に す る 青 声

認 識 結 果 は 、 か な 漢 字 混 じ り の 「文字」 列 で す が 、

実 際 に は  「単 語」 列 と し て 得 ら れ る 認 識 結 果 を 並

べ て 表 示 し た も の で す 。 青 声 認 識 が 、 文 字 で は な

く 単 語 を 単 位 と し て 行 わ れ る 、  と い う 点 が111要で

す 。 つ ま り 、 青 声 認 識 と は 、 単 語 辞 書 に 含 ま れ る

単 語 を 並 べ て 、 青 声 と の 照 合 を 行 う 処 理 に 他 な り

ま せ ん 。  こ の 結 果 、  1 )  単 語 並 び の 文 法 的 な 適 切

さ と 、  2 ) 並 べ た 単 語 列 の 読 み と 入 力 青 声 と の 青

響 的 な 近 さ 、  と を 総 合 的 に 判 断 し て 、  最 通 な 単 語

並 び を 選 ん で い る の で す 。  こ の こ と か ら も 、 未 登

録 語 は 決 し て 認 識 結 果 と し て 得 ら れ な い こ と が わ

か り ま す 。 試 し に 認 識 さ せ て み ま し ょ う 。 「名前は

力 ト リ シ ン ゴ で す」 。 幸 か 不 幸 か 、 私 た ち の 認 識 シ

ス テ ム で は 、  力 ト リ も シ ン ゴ も 単 語 辞 書 に 登 録 さ

れ て い ま せ ん 。 認 識 結 果 は 、  「名 前 は 力 ト ゥ 氏 も で

す」 と な っ て し ま ぃ ま し た 。

も ち ろ ん 、  来 登 録 語 で は 因 る 単 語 な ら 、 辞 書 に

登 録 す れ ば 済 む 話 で す 。  力 ト リ や シ ン ゴ が 認 識 さ

れ ず に 困 る の な ら 、  マ ウ ス を ク リ ッ ク し て キ ー ボ

ー ド を 少 し l 可 J く だ け で 、 苦 も な く 設 定 が 終 わ る か

も し れ ま せ ん 。  パー ソ ナ ル ユ ー ス の 青 声 認 識 な ら 、

さ し て 間 題 と は な ら な い で し ょ う 。  し か し 、 青 声

認 識 を 実 タ ス ク 上 で 連 用 し 、 サ ー ビ ス の 自 動 提 供

を 図 る と な る と 話 は 違 つ て き ま す 。 特 に 、  人 名 を
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始 め と す る 固 有 名 詞 の 類 は 、  全 て を 網 羅 し て 辞 書

に 登 録 し て お く こ と は 本 質 的 に 困 英 l l1 で す 。 一 方 で 、

そ う し た 固 有 名 詞 は 、  夕 ス ク 達 成 上 重 要 な 情 報 で

あ る こ と が 多 く 、 未 登 録 語 の 間 題 は 深 刻 で す 。  さ

ら に 悪 い こ と に は 、 青 声 認 識 で は 、 未 登 録 語 が 発

声 さ れ た の か 、 そ れ と も た ま た ま 発 音 の 仕 方 が 悪

か っ た だ け な の か 、  を 識 別 す る こ と す ら 至 難 の 業

な の で す 。 で は 、  ど う し た ら 未 登 録 語 の 問 題 を 解

決 で き る の で し ょ う か ?

こ う し た 未 登 録 語 の 間 題 は 、 単 語 が 静 的 な リ ス

ト と し て 格 納 さ れ て い る こ と に 起 因 す る と 考 え ら

れ ま す 。 つ ま り 、 認 識 処 理 中 に 「適 切 な 位 置」 に

「適 切 な 読 み」 を 持 つ 単 語 を 動 的 に 生 成 す る こ と が

で き れ ば 、 間 題 は 解 決 さ れ ま す 。 先 ほ ど の 認 識 失

敗 例 「名 前 は 力 ト ゥ 氏 も で す」 で は 、 本 来 単 語 辞

書 に あ る べ き カ ト リ と シ ン コ が 登 録 さ れ て い な か

っ た た め 正 し く 認 識 さ れ な か っ た も の で し た 。 そ

こ で 、  日 本 人 姓 で 力 ト リ と ぃ う 読 み を 持 つ 単 語 と 、

日 本 人 名 で シ ン ゴ と い う 読 み を 持 つ 単 語 を そ れ そ

れ 生 成 し て 文 中 に 理 め 込 ん で み ま し ょ う 。

「名 前 は 力 ト リ  ( 日 本 人 姓 )  シ ン ゴ ( 日 本 人 名 )

で す」 埋 め 込 ん だ 「位 置 の 適 切 さ」 は 、  「名 前 は

( 日 本 人 姓 )  ( 日 本 人 名 )  で す」 と い う 並 び が 適 切

か ど う か を 、 既 存 の 認 識 文 法 で 評 価 す る こ と が で

き ま す 。 で は 、  力 ト リ や シ ン コ が 日 本 人 姓 や 名 と

し て  「適 切 な 読 み」 で あ る か を 評 価 す る に は ど う

し た ら よ ぃ の で し ょ う 。  ど ん な 読 み が 日 本 人 の 姓

ら し ぃ 、 あ る い は 名 ら し ぃ 、 と ぃ え る の で し ょ う

か ?

2.  「名 前 ら し さ 」 を 特 徴 付 け る 要 素

私 た ち が 普 段 見 聞 き す る 日 本 人 の 姓 や 名 は 、  そ

の 読 み  ( 振 り 仮 名 )  に 関 し て 、 次 の よ う な 特 徴 が

持 つ こ と が 経 験 的 に 予 測 で き ま す 。

1 . 長 さ に 関 す る 特 徴 : 姓 で は ス ズ キ 、 サ ト ゥ 、

夕 カ ハ シ な ど 、  名 で は 、  タ ケ シ 、  ト オ ル 、  イ

チ ロ ウ な ど 、 振 り 仮 名 に し て 3 ̃ 4 文 字 程 度

が一般 的 と 思 わ れ ま す 。

2 .  読 み の 構 成 単 位 に 関 す る 特 徴 : 日 本 人 の 姓 ・

名 は 基 本 的 に 漢 字 の 並 び で 構 成 さ れ る た め 、

振 り 仮 名 に し た と き に も 、 姓 で は ヤ マ 、  ム ラ 、



ナ 力 な ど 、  名 で は ロ ウ 、  イ チ 、  ヒ ロ と い っ た

単 位 が 高 頻 度 で 見 受 け ら れ る と 思 わ れ ま す 。

こ れ ら の 予 測 を 統 計 的 に 英 付 け る 分 析 結 果 を 以

下 に 挙 げ て お き ま す 。 い ず れ も 、 市 販 の 人 名 辞 ln1

に 掲 載 さ れ て い る 日 本 人 姓 ・ 名 、 3 0 万 人 分 の 読 み

と 我 々 が 収 集 し た 旅 行 会 話 中 の 延 べ 1 1 5 万 単 語

( 日 本 人 姓 ・ 名 は 除 去 )  の 読 み と を 比 較 し た も の で

す。

図 1 は 単 語 の 長 さ の 分 布 を 示 し て い ま す 。  こ こ

で は 、 長 さ の 単 位 と し て 「モ ー ラ 」 数 を 使 つ て い

ま す 。 モ ー ラ と は 、 概 ね 仮 名 書 き し た と き の一文

字 相 当 の 単 位 で す  ( た だ し 1幼 音 ヒ ャ 、  ビ ャ 、  ピ ャ

な ど は 1 モ ー ラ と 数 え ま す ) 。  こ の グ ラ フ か ら 、  日

本 人 姓 ・ 名 の 長 さ は 、 3 、 4 モ ー ラ を 中 心 に 非 常 に

偏 つ た 分 布 を 取 る こ と が わ か り ま す 。  3 モ ー ラ と

4 モ ー ラ を 合 わ せ る と 、 姓 、 名 、  と も に 約 9 割 の

人 名 が 該 当 す る こ と に な り ま す 。

次 に 、  図 2 は 単 語 の モ ー ラ 並 び に 関 す る 統 計 を

示 し て い ま す 。 ヤ マ 、  ム ラ と ぃ っ た 、 高 頻 度 の 2

モ ー ラ 連 鎮 を 姓 ・ 名 ・ 旅 行 会 話 そ れ ぞ れ か ら N 種

類 抽 出 し た と き 、  そ れ が 、 姓 ・ 名 ・ 旅 行 会 話 そ れ

そ れ の 単 語 で 使 わ れ る モ ー ラ 並 び 全 体 に 対 し 、  ど

の 程 度 の 割 合 を 占 め て い る か 調 べ た も の で す 。  例

え ば 、  日 本 人 姓 ・ 名 と も に 、 高 頻 度 1 0 0 0 種 類 の モ

ー ラ 2 連 鎖 だ け で 、 姓 ・ 名モ ー ラ 並 び 全 体 の 8 割 以

上 を 占 め て い る こ と が わ か り ま す 。

以 上 の 結 果 か ら 、  日 本 人 の 姓 ・ 名 の 読 み が 、  そ

の 長 さ と 構 成 単 位 に お い て 、  特 徴 的 な 傾 向 を 持 つ

こ と が わ か り ま し た 。  こ れ ら の 特 徴 に 基 づ い た 読

み の モ デ ル を 構 築 す る こ と で 、 読 み の 「日 本 人 姓

ら し さ」 「日 本 人 名 ら し さ」 を 評 価 す る こ と が 可 能

に な り ま す 。

3 .  「名 前 ら し さ 」 を 評 価 す る モ デ ル

そ れ で は 、 単 語 の 読 み の 「日 本 人 姓 ら し さ」 「日

本 人 名 ら し さ」 を 評 価 す る モ デ ル を 作 つ て み ま し

ょ う 。 そ れ ぞ れ 、 姓 の 読 み モ デ ル 、  名 の 読 み モ デ

ル 、  と 呼 ぶ こ と に し ま す 。 モ デ ル の 構 築 に は 、 先

ほ ど 分 析 に 用 い た 3 0 万 人 の 日 本 人 姓 ・ 名 リ ス ト を

用 い ま す 。  こ の リ ス ト を 用 い る の は 、 3 0 万 人 の 統

計 を 求 め る た め で は な く 、  そ こ に 無 い 姓 ・ 名 に 対

し て も 一般 化 で き そ う な 読 み の 統 計 的 傾 向 を 知 識

と し て 抽 出 す る た め で す 。  3 0 万 人 集 め て も 無 い

姓 ・ 名 は た く さ ん あ る の で す か ら !

名 の 読 み モ デ ル は 、  あ る 単 語 が 日 本 人 名 で あ っ

た と き 、  そ の 読 み が 、 例 え ば シ ン ゴ と な る 確 率 を

評 価 す る モ デ ル で す ( 姓 の 読 み モ デ ル も 同 様 ) 。  こ

の 確 率 は 、  次 の:二 つ の 確 率 の 積 で 求 め る こ と が で

き ま す 。  1 )  日 本 人 名 の 読 み が 3 モ ー ラ と な る 確

率 、  2 )  3 モ ー ラ の 日 本 人 名 の 読 み が 、 実 際 に シ

ン ゴ と ぃ う 並 び に な る 確 率 。

1 )  の 確 率 を 推 定 す る に は 、  図 1 の 頻 度 分 布 を

直 接 用 い る こ と も 可 能 で す が 、  ガ ン マ 分 布 と い う

確 率 分 布 に 置 き 直 す こ と で 、  デ 一 夕 量 に 対 す る 信

頼 性 を 高 く す る こ と が で き ま す 。  ガ ン マ 分 布 は 、

正 規 分 布 に 代 表 さ れ る 連 続 分 布 の一種 で す 。  正 規

分 布 の 定 義 域 が ( - o o . °°) で あ る の に 対 し 、  ガ ン

60
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3 4o
譯30
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図 1  姓 ・ 名の単語長分布のイ扁り
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図 2  姓 ・ 名のモ ー ラ 並 び の 偏 り

マ 分 布 の 定 義 域 は  ( 0 , ∞ )  と な り ま す 。

一 方 、  2 )  の 確 率 の 推 定 に は 、 N -g r a m と 呼 ば れ

る 確 率 モ デ ル を 用 い る こ と で 、 少 な い デー タ か ら

も 比 較 的 良 い 近 似 値 を 得 る こ と が で き ま す 。  N -
g r a m で は 、  系 列 中 で シ ン ボ ル が 生 起 す る 確 率 を 、

直 前 の N - 1 個 の シ ン ポ ル 系 列 か ら 推 定 し ま す 。 系

列 全 体 と し て の 生 起 確 率 は 、  各 シ ン ボ ル に 対 す る

N-g r a m 確 率 の 積 で 求 め ら れ ま す 。  と こ ろ で 、  日 本

人 姓  ・ 名 の 読 み に は 、  そ れ ぞ れ に 典 型 的 な 構 成 単

位 が あ る こ と は 前 述 の と お り で す 。 そ こ で 、  シ ン

ゴ の 場 合 は 「シ、 ン 、  ゴ」 と せ ず 、  「 シ ン 、  ゴ」 の

よ う な シ ン ボ ル 系 列 と し て N-g r a m 化 す る こ と で 優

れ た モ デ ル を 構 築 で き る こ と が 実 験 か ら も ゎ か っ

て い ま す ' ' '。
実 際 に こ の 方 法 で 構 築 し た 姓 ・ 名 の 読 み モ デ ル

を 用 い て 青 声 認 識 実 験 を 行 つ た と こ ろ 、 単 語 辞 書

に 登 録 し て 認 識 し た 場 合 と ほ ぼ 同 じ 精 度 で 、 未 登

録 語 で あ る 日 本 人 姓 ・ 名 の 読 み 、  姓 ・ 名 の 区 別 、

位 置 、  を 正 し く 同 定 で き る こ と が わ か り ま し た '''。
さ ら に 、  こ の 方 法 で 同 定 さ れ た 未 登 録 語 は 、 読 み

と カ テ ゴ リ  ( 姓 、 名 )  が わ か る た め 、 登 録 語 と 同

等 に 翻 訳 を 行 う こ と が 可 能 に な り ま し た 。  も は や 、

コ ン ピ ュ 一 夕 が カ ト リ シ ン ゴ 君 を 知 つ て い る か 心

配 す る 必 要 は な く な り そ う で す 。

4.  お わ り に

音 声 認 識 に お ぃ て 、  辞 書 に 無 い 単 語 を 認 識 す る た

め の 手 法 を 紹 介 し ま し た 。  こ の 方 法 は 、 事 前 に 全

て を 列 挙 す る こ と が 因 英 l11 な 固 有 名 詞 に 対 し て 有 効

と 考 え ら れ ま す 。 今 後 、 姓 ・ 名 以 外 の 未 登 録 語 を

始 め 、 略 語 、 造 語 な ど も 認 識 で き る よ う 、  さ ら な

る 研 究 を 進 め て い く 予 定 で す 。

参考文献
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研究動向紹介 - - -

英 語 リ ス ニ ン グ  

Sc i en t i f i c  inquiry:

pronunciatlon ski l ls

ス ピー キング科学的上達法

H o w  t o  imp rove  e n g l i s h l l s t e n i n g

日 本 人 が 英 語 を 学 習 す る 場 合 の き き と り や 発 音 の 学 習 の 様 子 を 、  最 新 の 音 声 情

報 処 理 技 術 を 用 い て 、  多 角 的 に 研 究 し て ぃ ま す 。  そ し て 、  人 間 の 音 声 学 習 の 仕

組 み を 明 ら か に す る だ け で は な く 、  得 ら れ た 研 究 成 果 か ら 、  マ ル チ メ デ ィ ア を

利 用 し た 外 国 語 学 習 方 法へ の 実 践 的 な 応 用 を 試 み ま し た 。

To better u r1derstand how humans process spoken language , our research
group is studying howlanguage leamers  deve1oplistening and pronunciation
ski1ls in aforeignlanguage.Forthe past severalyears,we have been conducting

extenslve research on native Japanese speakers' acqulsltion of English sounds,

uslng state -of -the-art techno1ogy . 〇 し1 r researoh findings not only adva r1ce our
understanding of human speech processlng , b u t  they also help develop better

technology for human -computerlnteraction and effectlvelnstructionaltools for
second - language educatlon .

1 .  は じ め に

l -l本人の英1111 コ ン ブ レ ソ ク ス を イ 可 と か 解 、11'1 で き

な い も の で し ょ う か 。 私 た ち の イ 1 J l 究 :,、で は 人 問 が

ど の よ う に 言 語 言 の ,1l 」 き 取 り ゃ 発 青 を 学 1' 1J す る か

と い う こ と を イ lJ1 究 し て い ま す. その成果の - つ と

し て 、  人l 111 の ,1高報処理の仕11、111み を 考 慮 し 、  最 新 の

高-f1,i支 術 を 取 l ) 人 れ た 1,川 練 方 1 j 1 を 用 い る こ と に よ

り 、  従 来 は 無 理 だ と 考 え ら れ て い た 成 人 に よ る 英

語 - 1 f 声 の き き と り ゃ 究 - 1 ','学iJ',」 が 可 能 で あ る こ と が

明 か に な l) ま し た 。 ま た 、 き き と 1 ) と 発 1 1f の 相 1f

作 用 、 年 始 効 果 な ど 、 ' J ;'1J'1J にl;11 連 す る 重 安 な 要 l人 1

も 明 ら か に な り っ つ あ り ま す 。 そ こ で 、  こ 1 し ら の

イ1Jf 究 成 果 を  「11本人の 1111l:11f, コ ン プ レ ッ ク ス」 の角11'

決 に 役 .、:, て て い た た け る の で は な い か と 考 え 、  過

i1 2 年間にイ1111 題 と 同 じ タ イ ト ル の 実 用 , l ,:を 3 11 l1- 出用f

し ま し た  ( 図 1 ) ''''''。 こ こ で は 、  こ れ ら の , l ,-無で

取 り  1 -.げ た 学 i i1方法にlf、-J連したイ1J l- 究 に っい て ご 素,i1

介 し ま す 。

図 1 出 版 し た C D-R 〇 M 付 き 実 用 書

2.  リ ス ニ ン グ 学 習

日 本 語 話 者 が 特 に 苦 手 と す る / r / と / l / の き き と り を

中 心 に 、 成 人 ( 大 学 生 )  を 対 象 と し て 学 習 実 験 を

行 い ま し た 。 た と え ば / r / と / l / の 学 習 で は 、 判 断 す る

際に、/r/または/1/の青だけしか手がかり に 出 来 な ぃ 、

r ed ' -" I e d " の よ う な 単 語 の 組 み 合 わ せ を 何 通 り も 用

意 し 、 青 を 呈 示 、  ど ち ら の 単 語 か 回 答 、 正 誤 の フ

イ ー ド バ ッ ク を 呈 示 、  と ぃ う こ と を 繰 り 返 し ま し

た 。  ま た 、  1 人 の 話 者 の 声 だ け で 訓 線 す る の で は な

a n d
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く 、 イ?i?文の語者の J1 を 用 い ま し た 。  そ の 結 果、 ,1川

系1i、 で 使 わ な か っ た 語 者 の 発 1-1- や、i川系東で出現しな

か っ た 1 l'_ J'内の/r/と/1/でも間き上1又 れ る よ う に な り 、

その,川系来効果は6力 1」 後 の テ ス ト l l11 - で も 保 ;i 、1 さ れ

て い る こ と が 分 か り ま し た. 「新 し ぃ 言- の 学 t,J は 」'-
供 の う ち で な い と 1 i f ; l - l だ」 と ぃ う 常 ,11表をくっがえ

す 結 果 が 出 た の で す c

ま た 、 き き と 1) の:1川,f11l し か 行わ な か っ たに も か

か わ ら ず 、  11川 ,11東前後の/r/と/l/の発'f の明1りf t度 ( ど の

i、1l1 度 ネ イ テ イ ブ に 正 し く き き と っ て も ら え る か )

を 1 則 定 し た と こ ろ 、 1t言 能 力 も 向 上 し て お り 、  き

きとりと発1:1との11l jに相11 作 用 が あ る こ と を 具 体

的 に ノ」、一11一 こ と が で き ま し た?

3 .  発 音 学 習

1t青 に 開 し て も 、 / 1 / と / 1 / を 取 l ) l -_ げ 、 パ ソ コ ン を

用 い た 個 別 学 1・l11' 方式の訓系東で効果が 1 _ が る か 実 験

し ま し た 。 発 - l:i の 訓 練 で は 、 発 青 に l11j係する高一 な

ど の 器 1i1 1 の 動 き を 外 か ら モ = 夕 一 す る の が 因 111i _な
た め 、  学 t,J 者への 情 報 _'-1 1 ノJ、1 方 法 が 間 題 に な っ て き

ま す 。 そ こ で 、  わ た し た ち は 3 つ の 1 ji、を 取 り 入

れ ま し た 。

学1!i'の最初の段降f で 、  /r/や/1/の-高,- の 形 を わ か り や

す い 方 法 で 教 ノJ、1 し ま し た が 、  そ の 際 、  一つ め の:L

夫 と し て 、  三次元 cG の 動 画 を 用 い 、  類 を 1i通 明 に

す る こ と に よ っ て 、 学 習 者 に i「1 な ど の 調 青 器 宮 の

声を出す

図 2  三 次 元 C G に よ る 舌 の 形 の 説 明 例
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動 き を 可 視 化 し て 表 示 し ま し た  ( 図 2 ) 。  こ の よ う

に 示 す こ と に よ り 、 / r / ま た は / 1 / だ け の 音 ( つ ま り 、

r 一 、 ま た は l 一 と 伸 ば す 青 で す )  は 、 意 外 な く

ら い す ぐ に 発 音 で き る よ う に な り ま す 。

次 の 段 階 で は 、 正 し く 発 青 で き た か ど う か チ ェ

ッ ク し な が ら 単 語 の 発 青 を 重 ね る 練 習 を 行 い ま し

た 。 こ の 時 に 、 2 番 目 の 工 夫 と し て 、 声 絞 表 示 を フ

イ ー ド バ ッ ク し て 練 習 す る 方 法 を 取 り 入 れ ま し た 。

ま た 、 発 音 の 良 し 悪 し が 定 量 的 に は っ き り ゎ か る

よ う に 、  3 番 目 の 工 夫 と し て 、 青 声 認 識 シ ス テ ム

の 出 力 す る 評 価 値 を 用 い ま し た 。

こ の よ う な 方 法 を 行 い た 学 習 実 験 を 行 い 、 訓 練

前 後 で 発 音 の 明 瞭 度 を 比 較 し た と こ ろ 、  /r/と/1/の発

音 が 飛 躍 的 に 上 達 す る こ と が 明 ら か に な り ま し た 。

ま た 、 発 音 訓 練 の 前 後 で 、  き き と り 能 力 も 測 定 し

た の で す が 、 発 音 訓 練 の 効 果 は 、  き き と り 能 力 向

上 に も っ な が っ て い ま し た 。

4. 学 習 と 年 齢

以 上 の 実 験 は す べ て 大 学 生 を 対 象 に し た も の で

す。 よ り 若 年 あ る い は 高 齢 の 学 習 者 の 場 合 、 訓 練

効 果 は ど う で し ょ う か 。 こ れ に 答 え る た め 、 現 在 、

小 学 生 か ら 中 高 年 の 方 ま で 幅 広 い 年 齢 層 の 方 々 に 、

大 学 生 と 全 く 同 じ 学 習 を 体 験 し て い た だ ぃ て い ま

す 。 実 験 は 継 続 中 で す が 、 今 ま で の と こ ろ 、 高 校

生 で は 大 学 生 と 同 程 度 の 訓 練 効 果 が 得 ら れ る こ と

が 明 ら か に な り ま し た 。  ま た 、 5 0 歳 代 、 6 0 歳 代 の

方々に っ い て も 訓 ;1東効果が一 l一 分 に あ る こ と が 明 ら

か に な っ て き ま し た 。 語 学 学 習 に お い て 「若 く な

い か ら」 と い う 言 い 訳 は 通 用 し な く な り そ う で す 。

5.  違 隔 学 習 に 向 け て

速 隔 学 習 の 可 能 性 を 模 索 す る こ と と 、  い ろ い ろ

な 方 の デ 一 夕 を 収 集 す る と ぃ う 2 つ の 目 的 の た め 、

1 9 9 8 年 4 月 に 、  「イ ン 夕 一 ネ ッ ト を 利 用 し た 英 語 音

き き と り ・ 発 音 に 関 す る 公 開 実 験」 を 開 始 し ま し

た ( U R L : h t t p ://bluebacks.hip.atr.co.jp/)。 ま だ 、  日 本

人 を 対 象 と し て 試 験 的 に 運 用 し て い る 段 階 で す が 、

1 年 半 で 、  3 0 0 0 件 以 上 も の 示 唆 に 富 ん だ 実 験 デー

夕 が 送 ら れ て き て い ま す 。  こ れ は 、 離 れ た 場 所 の

人 同 士 を 結 ぶ ネ ッ ト ヮ ー ク の 利 用 が 、 語 学 学 習 の

ーつ の 形 態 と し て 有 効 で あ る こ と を 示 し て い ま す 。

6. 母 語 と の 関 係

「何 故 日 本 人 は 英 語 が 苦 手 な の か」 と い う こ と

を よ く 尋 ね ら れ ま す 。 教 育 方 法 や 生 活 レ ベ ル で の

必 要 性 な ど 種 々 の 要 因 が あ り ま す が 、 音 声 情 報 処

理 の 立 場 か ら 答 え る な ら 、  第 一 言 語 で あ る 日 本 語

シ ス テ ム と の 違 い が 大 き な 要 因 と し て 考 え ら れ ま

す。 実 際 、  韓国の大学生と日本の大学生では/r/と/1/

を 全 く 異 な る き き と り 方 を す る こ と が わ か り ま し た 。

母 語 と の 干 渉 効 果 を っ き っ め る こ と に よ っ て 、  よ

り 根 本 的 な 解 決 方 法 が 見 つ か る 可 能 性 が あ り ま す 。

7. 音音員学習と英語学習

「音 音 負 ( 母 青 や 子 青 )  を 学 習 す る こ と が 英 語 コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 に ど う 影 響 す る の か」 と 問

わ れ る こ と も あ り ま す 。 青 額 が き き と れ た か ら と

い っ て そ れ だ け で 英 語 が 出 来 る わ け で は な ぃ こ と

は 言 う ま で も あ り ま せ ん 。

し か し 、  人 間 の 音 声 情 報 処 理 の 過 程 を 考 え る と 、

青 韻 の 学 習 が 重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る の で す 。

耳 か ら 入 つ て き た 音 声 は 、 処 理 の 初 期 過 程 で 、 音

書 損 の 列 と し て 解 読 さ れ 、 後 に 、 単 語 、 文 法 の 解 読 、

知 識 を 利 用 し た 意 味 内 容 の 理 解 、 つ ま り 情 報 処 理

の 後 期 過 程へ と 処 理 が す す ん で い き ま す 。  こ れ ま

で の 英 語 学 習 は 、  ど ち ら か と ぃ う と 後 期 過 程 に 重

点 が お か れ て お り 、  初 期 過 程 の 学 習 は 軽 ん じ ら れ

て き た と ぃ え ま す 。  し か し 、 初 期 過 程 の 音 韻 の 学

習 が 出 来 て い な ぃ た め 、  後 期 過 程 に 過 度 の 負 担 が

か か っ て い る 可 能 性 は 大 い に あ り ま す 。 わ た し た

ち は 、  音音貴の学習に焦点をあて、 一 定 の 成 果 を 出

す こ と が で き ま し た 。 今 後 、 音 韻 の 学 習 を 、 情 報

処 理 の 後 期 過 程 に 有 機 的 に っ な げ て い く こ と に よ

り 、 英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 飛 躍 的 に 向 上

さ せ る こ と が 出 来 る の で は な い か と 考 え て い ま す 。

8. お わ り に

わ た し た ち が 考 え る 英 語 リ ス ニ ン グ ・ ス ピ ー キ

ン グ 科 学 的 上 達 法 と は 、  ① 人 間 の 情 報 処 理 の 仕 組

み に 基 づ い た 方 法 で あ り 、  ② 訓 練 効 果 が 学 習 実 験

で 証 明 さ れ た 方 法 で あ り 、  ③ 音 声 認 識 や マ ル チ メ

デ イ ア な ど 先 端 技 術 を 効 果 的 に 取 り 入 れ た 方 法 で

あ り 、 ④ 情 報 イ ン フ ラ を 高 度 に 活 用 し た 方 法 で す 。

冒 頭 に 挙 げ た 書 結- の 中 で 呈 示 し た 学 習 方 法 は 、

英 語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 包 括 的 に 高 め る

に は 至 つ て い な ぃ に も か か わ ら ず 、  一般 の 方 か ら

大 変 な 好 評 を い た だ ぃ て い ま す 。  書 緒, も 增 刷 を 重

ね 、  発行部数は3田1 - で 合 計 8 万 部 を 突 破 し ま し た 。

こ れ は 、  外 国 語 学 習 の 情 報 化 に 関 し て 新 た な あ り

方 を 示 せ た 結 果 で は な ぃ か と 自 負 し て い ま す 。  目

前 に 迫 る 2 1 世 紀 に 向 け 、  わ た し た ち の 研 究 成 果 が

語 学 教 育 の 情 報 化 、  そ し て 、  効 果 的 な 速 隔 学 習 に

つ な が っ て い く こ と を 期 待 し て い ま す 。
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研究動向紹介 一 一

ミ リ 波 光 源  一 光 か ら 電 波 を 作 る 話 一

〇pticalmlllimeter-wave generator

ミ リ 波 の よ う な 非 常 に 周 波 数 の 高 い 電 波 を 用 い る と . 大 容 量 の 無 線 通 信 が 可 能

と な り ま す 。  こ の ミ リ 波 を 長 距 離 伝 送 し う る 手 法 と し て ,  送 り 側 で ミ リ 波 信 号

を 光 波 に 重 量 し た も の を 光 フ ァ イ バ 伝 送 し 、  受 け 側 に 置 か れ た 光 検 出 器 に よ り

ミ リ 度 成 分 を 生 成 す る R a d 1 o  on F i b e r シ ス テ ム ( R 〇 F ) が あ り ま す 。  こ こ で は ,

R 〇 F の 送 り 側 に 注 目 し 、 構 造 が 単 純 な F a b r y-Perotレ ー ザ を 用 い た こ と と ミ リ 波

周 波 数 が 可 変 で あ る こ と を 特 長 と し た ミ リ 波 光 源 の 研 究 に 関 し 紹 介 し ま す 。

Hlgh -speed wireless transmisslon can be achieved when a mi iiimeter-wave l s
used as the carrier wave, Radio on Fiber(R〇F)systems,which are based on

electrooptic modulation of 1lght waves by RF signals and fiber transmlssion of the

1lght signals,may be suitable for thelong transmiss1on of the milllmeter-wave

carriers. We present reoent our research into opticalmillimeter-wave generato l

with wide tunability for R〇F.

1. は じ め に

期 渡 数 の 高 い 電 渡 ( 般 送 、11ii ) を 使 つ た 通 信 で は 、

大容11:の 1言 報 が 重 描 : ( 変 調 )  可 能 な こ と は ど な た

で も ご 存 知 の こ と だ と 思 い ま す 。 現 状 の 通 信 シ ス

テ ム で 搬 送 渡 用 渡 数 が イ1f i 度 に 高 い も の の 代 表 例 と

い え ば 、 近 水 外 線 ( お よ そ 1 9 2 T H z )  に よ る 光 フ ァ

イ バ 通 信 で し ょ う 。  こ れ か ら ご 紹 介 す る お 話 は 、

近 赤 外 線 ほ ど 用 渡 数 は 高 く あ り ま せ ん が 、  ミ リ 渡

と 呼 ば れ る M渡 数 の 高 い 電 渡  ( 3 0 ̃ 1 1 0 G H z く ら

い )  を 利 用 し た f 111- 線 通 イ r i の た め の 光 11'1' に 1要1jするも

の で す 。

2. Rad lo on F 1 be rシステム

原 理 的 に は 、  ミ リ 渡 を 使 え ばi t較 的 容 , 1,1-の大き

な l l'i報をi及 え る は ず で す が 、  ミ リ 渡 は 空 気 中 で の

伝 搬 iti1)- が 大 き く 、  直 、,111:,'I ノ1. の 強 い  ( 言 い か え れ ば

広 が ら な ぃ 、  回 り 込 ま な い ) 電 渡 で あ る の で 、 送

受イ1,lの ア ン テ ナ が 速 方 に 配 置 さ れ る よ う な 通 常 の

i11]1 線 通イ,l に は 用 い に く ぃ と い う 知_ ,1、,、が あ り ま す 。

し か し 、  将 来 的 に 短 時 間 で 特 定 の 対 象 に 対 し ,1 1l1服

伝 送 ・ 収集が可能な無線通イ言 の 要 求 が ま す ま す 高

ま っ て く る こ と も予'l111さ れ ま す 。 そ こ で 、 R a d i o  on

F i b e r シ ス テ ム ( R 〇 F ) ' ' ' と 呼 ば れ る ミ リ 渡 の 伝 送 方 式

が注l 1 さ f し て お 1 ) ま す 。

こ の RoF は 、  マ イ ク ロ 渡 や ミ リ 波 の 無 線 信 号 で

変 調 さ れ た 光 信 号 を 各 ア ン テ ナ 基 地 局 ま で フ ァ イ

バ 伝 送 さ せ 、 11 l、上也J, J 内 で 無 線 信 1111- を 取 り 出 し て ア

図 1 R 〇 F シ ス テ ム の 、1J り 側 の 例
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ン テ ナ か ら 信 号 伝 送 す る シ ス テ ム で す 。  現 在 の と

こ ろ 、 電 渡 の Jl1-1 か な い ト ン ネ ル や :i也 下 な ど の 一部

に も RoF が 利 用 さ れ 始 め て い ま す 。  R 〇 F に よ る ミ

リ 渡 信 号11.,、送 の 大 き な メ リ ッ ト と し て は 、  ミ リ 渡

を 光 信 号 の 形 で 光 フ ァ イ バ 内 に 開 じ 込 め る た め 、

極 め て 低1111'1失 に 長 距 高 行 1 伝 送 可 能 な こ と が 挙 げ ら れ

ます。 ま た 、  ア ン テ ナ 基 地 局 ご と に ミ リ 渡 発 振 器

を 置 か な く て す む よ う に で き る と い う 利 点 も あ り

ます。当イiJl'究 室 で は 、  こ の よ う な R 〇 F で 必 要 不 可

ク( な ミ リ 波 信 号 を 発 生 さ せ る た め の 光 源 ( ミ リ 渡

光 源 )  のf ,J1:究 を 行 つ て お り ま す 。

3. ミ リ 波 光 源

ミ リ 渡 光 源 に 1y11 し て は 、  ミリ渡用渡表女で15区動可

能 な 超 高 速 変 調 器 を 用 い た 方 式 、  2 つ の レ ー サ の 発

振 用 波 数 を 厳 常 に l11」iilJ し た 方 式 、  レ ー ザ 内 に 変 調

器 と 光 フ イ ル タ を 集 if l 化 し た 光 源 に よ る も の な ど

l11L味、11111 い 多 数 の 方 式 が 学 会 報 1' 1- さ れ て い ま すc 一

方 、  R 〇 F で はュー ザ が11'11111的 に ア ク セ ス し て 使 用

で き る こ と が  一 般 に 望 ま し く 、 個 々 の 部 品 や 1ii置

な ど は な る べ く l li111,11 で 、  将 来 的 に 安 価 に な る 見 込

み が な く て は な り ま せ ん 。

そ こ で 当 研 究 一 - で は 、 ① な る べ く イ1u111 な 部 品 で

光 1 原 を 構 成 で き る こ と 、 ② ミ リ 渡 の 中 心 用 渡 数 が

可 変 で あ る こ と 、  の 2 点 を 夕 一 ゲ ッ ト と し 、 イ1i 造

が 最 も 的 単 な フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー サ を 用 い た 光 源 の

イlJ「- 究に1':1 手 し ま し た 。  フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ は 、  レ

一 サ?果質の1,1,1 端 に i1i面 を 形 成 し た だ け の も の で 、

cD プ レ ー ヤ ー な ど に も 使 わ れ て い る 最 も 身 近 な レ

ー ザ の 1 つ で し ょ う c フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー サ の 媒 質

内 部 で 光 渡 がijt面 で の 反 射 を ,2・け ait質 内 を 何 用 も

往イ?し て い く と 、 lii・質 長 の ,111'数 分 の 1 の 波 長 に 相

l i し た 光 渡 だ け がil'1'中1,1されて外部に出てきます。

こ こ で 、 ?果 質 長 を う ま く 選 ん で や る と 所':1i の ミ リ

渡 用 渡 数 に 相 、'1 し た 用 渡 表 文 開 隔 の 多 用 渡 数 発 振



( 多 モ ー ド )  光 が 得 ら れ る こ と に な り ま す 。  も し 、

フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ の 各 モ ー ド 間 の 周 波 数 差 が一

定 で あ れ ば 、 任 意 の 隣 接 し た 2 モ ー ド の 光 波 を フ

イ ル タ な ど で 選 び 出 し 、  高 速 フ ォ ト ダ イ オ ー ド

(PD)  で 光 電 変 換 す れ ば 2 光 波 の 周 波 数 差 の 電 気 信

号 ( う な り )  を 取 り 出 せ 、  こ れ を ミ リ 波 信 号 と し

て 使 え ば よ い こ と に な り ま す 。  し か し 、 現 実 に は

各モ ー ド の 周 波 数 の 揺 ら ぎ は 極 め て 大 き く 、  そ れ

ら の う な り の 成 分 は 、 無 線 通 信 の 搬 送 波 と し て は

到 底 使 え る も の で は あ り ま せ ん 。

そ こ で 、  2 モ ー ド の 周 波 数 間 隔 を 一 定 に 制 御 す る

こ と が 必 要 に な り ま す 。  こ の た め 外 部 か ら 光 波 注

入 を し て 2 モ ー ド 光 波 の 周 波 数 間 隔 を 一 定 に す る

手 法 を と る こ と に し ま し た 。 具 体 的 に は 、 無 変 調

時 に は 発 振 モ ー ド が 単一の 分 布 帰 還 形 レ ー ザ 光 に

対 し 正 弦 波 信 号 で 変 調 を か け 、  こ れ を フ ァ ブ リ ぺ

ロ レ ー ザ に 注 入 し ま す 。 変 調 光 波 は 、 変 調 周 波 数

ご と に ピ ー ク を も っ て お り 、  そ の う ち の 任 意 の 2

ピ ー ク が フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ の 隣 接 2 モ ー ド と

各 々 ほ ぼ 等 し ぃ 周 波 数 で あ れ ば 、  図 3 の よ う に フ

ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ の 2 モ ー ド を そ れ そ れ 注 入 さ れ

た 変 調 光 波 の 2 ピ ー ク の 周 波 数 に 引 き 込 め ま す '2 '。
こ の 周 波 数 が 引 き 込 ま れ る 現 象 を 注 入 同 期 と 呼 び
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図 2  ミ リ 渡 光 源 と 光 ス ぺ ク  ト ル の 関 係
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図 4  ミ リ 光 ス ぺ ク ト li

ま す 。  注 入 同 期 の 結 果 、  図 4 に 示 す よ う な と て も

ク リ ァ な ミ リ 波 信 号 を 得 る こ と が で き ま す''。
ミ リ 波 周 波 数 の 設 定 範 囲 が 広 い と い う こ と は 、

実 は ミ  リ 波 周 波 数 の 設 定 精 度 の 面 で も 有 利 で す 。

先 ほ ど 、  「フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ の モ ー ド 周 波 数 間 隔

は レ ー ザ 媒 質 長 に よ っ て 決 め ら れ る」 こ と を 述 べ

ま し た が 、 一 般 に 媒 質 長 に は 誤 差 が あ り ま す 。 例

え ば 、 6 0 G H z 間 隔 の フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ の 場 合 に

は 媒 質 長 は お よ そ 8 0 0 µ m で す が 、 現 実 に は 少 な く

と も 士 1 0 µ m 程 度 の ば ら っ き は 覚 悟 し な く て は な

ら ず 、  こ れ は モ ー ド 周 波 数 間 隔 の 精 度 と し て お よ

そ 6 0 士 l G H z に な り ま す 。 一 方 、 実 験 的 に は 5 G H z

の 可 変 周 波 数 範 囲 が 得 ら れ て い ま す か ら 、 媒 質 長

の ば ら っ き が あ っ て も 所 望 の ミ リ 波 周 波 数 を 設 定

可 能 な こ と が 判 り ま す 。  ま た 、  フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー

ザ の 発 振 周 波 数 域 は お よ そ 3 T H z と 広 い た め 、  注入

用 の 分 布 帰 還 形 レ ー ザ の 発 振 周 波 数 を ほ と ん ど 気

に す る こ と な く 使 え る 点 も 利 点 で す 。

一 般 に 、 分 布 帰 還 形 レ ー ザ は フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー

ザ に 比 べ る と ま だ ま だ 高 価 で す が 、 本 光 源 内 で は

発 振 周 波 数 の 制 限 が 緩 い の で 比 較 的 使 い や す ぃ の

で は な い か と 考 え て い ま す 。  さ ら に 、  参 照 周 波 数

を 6 G H z に ま で 落 と し て も 6 0 G H z の ミ リ 波 が 得 ら

れ る こ と も 確 認 し て お り ま す の で 、 光 源 内 か ら 高

価 な ミ リ 渡 部 品 を 追 放 で き そ う で す 。

4. お わ り に

こ れ ま で は 、  ミ リ 波 搬 送 波 を 光 波 に 重 畳 す る 光

源 に っ い て 研 究 し て ま ぃ り ま し た 。 幸 い な こ と に

前 述 し た ① 、 ② の タ ー ゲ ッ ト は 何 と か 達 成  (構造

が 単 純 な フ ァ ブ リ ぺ ロ レ ー ザ を 使 つ て 可 変 範 囲

5 G H z の 6 0 G H z 帯 ミ リ 波 を 発 生 )  出 来 た よ う に 思 い

ま す 。 現 在 、  デ イ ジ タ ル 信 号 を ミ リ 渡 光 源 に 入 力

し、 そ の フ ァ イ バ 伝 送 と 復 調 の 実 験 を し て お り ま

す 。 近 年 、  よ う ゃ く ミ リ 波 変 調 光 波 か ら ミ リ 波 を

容 易 に 検 出 で き る よ う な 高 速 応 答 の P D が 入 手 可 能

に な っ た の で す が 、  さ ら に 周 波 数 が 高 い 場 合 で も

本 構 成 は 有 効 で あ る は ず で 、 他 の ア プ リ ケ ー シ ョ

ン な ど も 検 討 で き れ ば と 思 い ま す 。

[1 1 H . 〇ga w a : M i c r o w a v e  and Mi11imeler-Wave Fiber 〇plic Tech-
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Commun. .vo1 .E76-B . I 9 9 3
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[ 3 1M .〇gu s u , e t  a1.:Tunability f o r 6 0GHz -Band Mi11imeter-Wave

Generation Using T w o-mode Injection Locking o f  a Fably -Pero1
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- ATR Monologue

私 は こ の シ リ  ー ズの- - 回l l  ( A T R ジ ャ ー ナ ル 2 6 号 )  で基fi是イ111- 究 の 定義は'1、 可 能 に 近 い 、  ま た そ の マ ネ ー

ジ の 常 通 も 考 え に く ぃ 、 と 述 べ ま し た 。  と は ぃ う も の の 研 究 は l. l々 j 建 み ま す し 、 場 合 に よ っ て は 私 の 立 場

か ら の 助 言 や 方 向 イ,、 j け も 必 要 で した。 そ う ぃ う と き に 私 な り の 規 111ii、 、l -1」lil「基準が な か っ た わ け で は あ り ま

せ ん 。  な か な か1ii111深 く ,1111. し ぃ l 1 1 1 題 で す か ら 私 の 意 図 が 思 う よ う に 表 現 で き る か ど う か 1 1 信 は あ り ま せ ん が 、

'1L l l.,1はそうぃう事イ内のごく - 部 にっい て 述 べ て み ま す 。  1-1 い 1 1 1 さ れ た 破 い1t 担 で 地しi.商ですが ・ ・ 。

研 究 と 開 発  一私の判断指針を明かす

( 株 ) 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所

顧 間 葉 原 耕 平

/ 研 究 と 開 発 ・ 実 用 化 の 違 い の一側 面 一 「研 究 は 展 開」 「実 用 化 は 収 東」
私にはイ1Jl- 究 と 開 発 ・ 実 用 化 の 述 い と ぃ う 大 き ,な、11對' 1 選 に 真 正 面 か ら 取 り 組 む 能 力 は あ り ま せ ん の で 、 側 面

か ら ぃ く っ か の 考 え を ,1i1,べ て み ま す 。  私の考えではイ1J l究と実用化は 「 - つの注各組の延長_1 - に あ る 」 場 合 と

「イ1J1:究は11t開 、 実 用 化 ( あ る い は 開 発 )  は 収 東」 とぃう対イ,1li 的 性 質 を 持 つ 場 合 に 大 別 さ れ 、 現 実 に は そ れ ら

が複条lf に 結 み 合 つ て い る よ う に 思 い ま す 。 以 l、 、 そ れ を 少 し ブ レ ー ク ダ ウ ン し て 述 べ て み ま す 。

2i 「研究実用化は連続線上」 の立場

こ れ は 常 li lMjに .L l1;被 的 分 か り 易 い 考 え 方 か と l, 1 い ま す 。  f 111 l- 究 の 結 果 が う ま く 行 け ば そ れ を 111'品 ( 広 い 意

味で )  に;11 ,'1びイ、」 け よ う 、 と い う も の で す 。  し か し 、  そ れ は l l で 1 1 う ほ ど 簡 i l '. な こ と で は あ 1) ま せ ん 。 私 は

よ く  「基械tイl1l l 究 と し て は 、  ま ず は 小 さ く て も ぃ い か ら -了 -11文通しで -fしを??け て 先 が 見 え る よ う に す る よ う に 。

む こ う か ら 光 が 見 え れ ば ま す は J、i般 だ」 と , 1い ま し た。 次 は そ の -fしを広げる作 111::で す.こ の 辺 り か ら が イ 11「

究 か ら J、1用化 への つ な ぎ で す 。 前 者 は ど れ く ら ぃ 実 き 通 せ ば,fしが , 't通 す る の か 、 -At知 11 i又に 、fi- 測 し ,1111. い l イ、1 受能

l ノl を iaえ て お り 、 そ れ は そ れ な り に 大 変 で:,',', ,1J が イ ぃ ま す が 、  こ こ で は ff ll1 れ な ぃ で お き ま す.
l1l1 し,i は そ の ,fL を 広 け る 作 業 で す , そ の -fL は- l - 分 実 用 に 1田、1 え る よ う 大 き く な け れ ば 意味が あ 1 ) ま せ ん . T-

.校 通 し で 第 t い た 1 ミ リ ほ ど の f し を 何 セ ン チ に も イ 可 l - セ ン チ に も し な け れ ば な ら な い か も 知 れ ま せ ん c し か も 、

そ の 過 程 は 直 ぐ 後 で J,,、 べ る よ う に 1'i - 通 は 生 易 し ぃ も の で は あ り ま せ ん c も う  - つ 、 ;fしが11i' い た か ら と ,: 1 つ

て と ん で も な ぃ と こ ろ に 穿 け て し ま っ た 場 合 は _i11J つ て 後 で fしを広げるのがイ1i,i め て 1イ、1 1111l. と な る 場 合 が あ り ま

す. これが後々基1ttliJ1- 究 の セ ン ス の よ さ 、 11111の よ さ を 間 わ れ る 所 以 ( ?i) え ん )  で も あ り 、  別 な fしを?tけ1l'1

す 方 が 前 が よ く て l1 '.い 場 合 さ え あ り ま す 。

J i用化に、l i た っ て の 作 業 は 時 と し て ィi l 像 も っ か な ぃ く ら い 11 l11 大 な 力 力 を 要 す る こ と も あ り ま す , 原 理 が

解 る こ と と 、  それを基にした生里品なりサ ー ビ ス が 実 現 さ れ る こ と は  J」 と ス ノ ポ ン ほ ど の 大 き な l1 1 た り が あ

る 、  と 思 う 方 が 1年通です. 例 え ば 秒 速 8 k m で 物

を ノ1( 、1' にiltげ れ ば 地 _ 1-. に,各 - ト す る こ と な く .地」.11 1

を1,',1 る 、  と ぃ う こ と は ニ ュ ー ト ン 力 学 か ら l 1:1明 解
田

で す c し か し 、  そ れ が 実 際 に 人 I:商」 11 1,に 結 実 す  郎

る ま で い か に 多 く の ノJ 力 と l l J;間 を 要 し た こ と か 。

これはイ1lii 端 な 例 で す が 、  基イ,是イ1J1- 究 者 は し ば し ば f

こ れ に i l l し た 「原 理 が 解 つ た か ら あ と は モ ノ に  f f
f f

す れ ば ぃ い だ け だ」 というフ,l11給 的 な 考 え に l111-'1る f ,・
j f

f t険 を ノ,;-l ん で い ま す 。  こ の 辺 の 事 ・1 111 が 実 は ア 力  〇 一 一 一、「 f
デ ミ 、ノ クな基l ,jt分野のイ 1J1- 究 者 に は あ ま り 理 解 さ  f- 一 一 。、

「ンf

れ な ぃ こ と で も あ り ま す 。  し か し 、 原 理 が 分 か

っ て な け れ ば 人 _ j 1 111f l ' が 実 」 見 し な か っ た の も?、 111;、、
、 - 、 - - f .  , , f  _ _ _ 事
レ ) くィ, f1_ か (_ 、 し ょ つ 。  一 の 画 者 の 隔 た り に l-1本に

対 す る  「基修t イ 1J f 究 た だ 来 り 論」 の 相 f f .無 理 解 の

要因1、 2の擦り合わせ結果

要因1の望ましい

範囲

- 因 が あ る の か も 知 れ ま せ ん c 要因2の望ましい範囲
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③ 「実 用 化 は 妥 協 と 収 東」
実 用 化 と ぃ う の は 、  私 の 考 え で は そ れ に 先 立 つ 研 究 で 展 開 さ れ た 諸 要 因 に っい て 妥 協 し 収 東 さ せ て い く

こ と で す 。 実 用 化 は 「世 の 中 で の 使 用 に 耐 え 、 有 用 で 具 体 的」 な 製 品 や サ ー ビ ス に 結 実 し な け れ ば な り ま

せ ん 。  そ の 目 的 に 向 け て 多 く の 設 計 要 因 に っい て 個 々 に 値 が 決 め ら れ 、  そ れ ら が 総 合 さ れ て 製 品 に な り ま

す。 そ の 過 程 で 要 因 1 と 要 因 2 が 矛 盾 す る 性 格 の 場 合 も あ り ま す が 、  そ れ で も ど こ か に そ れ ら の 妥 協 点 を 見

い 出 さ ね ば 製 品 に は っ な が り ま せ ん 。  こ う し て 妥 協 点 を 見 い 出 し て も 別 な 要 因 3 と 突 き 合 わ せ る と ま た 相 容

れ な ぃ 、 そ こ で ま た 少 し ずっ揺 さ ぶ っ て 妥 協 点 を 探 る 、  と ぃ う こ と が 次 々 に 起 こ り 得 ま す 。 俗 に 言 う  「擦

り 合 わ せ」 で す 。 こ う し て 妥 協 を 重 ね な が ら 製 品 に 収 東 さ せ て い く の で す 。

さ ら に 現 実 に 事 情 を 難 し く す る の は 、  設 計 に 当 た っ て 拠 り 所 と す べ き 基 礎 デ 一 夕 が 必 ず し も 一十分ではな

い と い う 場 合 が あ る 、 い や む し ろ こ う ぃ う 場 合 の 方 が 多 い 、  と ぃ う こ と で す 。  ま た 、  と く に 大 き な シ ス テ

ム の 場 合 、 個 々 の 要 素 技 術 、 例 え ば 部 品 類 は そ れ こ そ 日 進 月 歩 で 進 歩 す る 場 合 が あ り ま す が 、  だ か ら と 言

っ て 常 に 最 新 の も の を 採 り 入 れ よ う と す る と 全 体 に 観 船 を き た し て 期 限 に 間 に 合 わ な く な る 、  と ぃ う こ と

も 起 こ り ま す 。  し た が っ て 、  あ る 時 期 に 部 品 技 術 に っ い て 凍 結 す る こ と が 必 要 で 、  そ れ ら は 指 揮 官 の 最 大

の 判 断 事 項 の 一 つ で も あ り ま す 。  さ ら に 、 拠 り 所 と す る デ 一 夕 が な ぃ と い う 理 由 で 止 め る 訳 に は い き ま せ

ん。 何 ら か の 値 を 決 め 、  何 ら か の 方 策 を 採 ら ね ば な り ま せ ん 。  典 型 的 な の は 将 来 の 消 費 者 ニ ー ズ が 分 か ら

な い ま ま ま と め 上 げ ね ば な ら な い 、  な ど で す 。 こ れ は リ ー ダ や 設 計 者 の 経 験 や11131な ど の セ ン ス が 問 わ れ る

部 分 で も あ り 、  ま た 後 世 の 批 判 の 対 象 と も な り 得 る 実 に シ ン ド イ こ と で あ り ま す 。 実 用 化 と は 期 限 に 合 わ

せ て 何 が 何 で も ま と め 上 げ る 、 つ ま り 収 東 が 最 大 の 課 題 と 言 つ て も 過 言 で は あ り ま せ ん 。

0 基礎研究の局面 一 ブレー ク ス ルー と は

な ぜ 実 用 化 の こ と を く ど く 述 べ た か 、  そ れ は 基 礎 研 究

は あ る 意 味 で そ の 対 極 に あ る か ら で す 。  実 用 化 に は 上 述

の よ う に 様 々 な 制 約 が あ り ま す 。 呪 縛 と ぃ っ て も ぃ い か

も 知 れ ま せ ん 。  そ の 中 で .血 み ど ろ の 努 力 が 傾 注 さ れ る わ

け で 、 そ れ だ け 大 き な ハ ン デ イ キ ャ ッ プ を 背 負 つ て い る

と も 言 え ま す 。 そ れ に 対 し て 研 究 、  こ と に 基 礎 研 究 は お

よ そ そ う ぃ う 意 味 で の ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ が あ り ま せ ん 。

し た が っ て 、  そ の よ う な 相 対 的 な 利 点 を い か に 自 覚 し て

効 果 的 に 活 用 す る か 、 そ れ が 問 わ れ る こ と に な り ま す 。

そ の 一 つ は 、 最 初 か ら 収 東 を 考 え る こ と は 必 要 が な ぃ 、

む し ろ ど ん ど ん と 展 開 し て い か ね ば な ら な ぃ 、  と い う こ

と で す 。  し か し そ れ は 後 で 実 用 化 に 際 し て 有 益 な 科 学 技

術 的 な 根11111l,を 提 供 す る も の で な け れ ば な り ま せ ん 。 そ れ

要 因 A

に は 大 別 し て ブ レ ー ク ス ル ー を 求 め る こ と と 汎 用 性 を 求 め る こ と の 二 つ の 側 面 が あ る よ う に 思 い ま す 。

単 純 化 し た モ デ ル で 考 え て み ま す 。  例 え ば 要 因 A と 要 因 B は お 互 い に 相 反 関 係  ( あ る い は 反 比 例 )  に あ る

と し ま す 。  R A は す で に 達 成 さ れ て い る 両 者 の 関 係 で す 。  基 礎 研 究 に 求 め ら れ る 一 番 大 き ぃ 目 的 の - つ は 図

で 言 え ば 曲 線 R B を 実 現 す る 新 し ぃ 方 法 を 見 い 出 す こ と で 、  こ れ が ブ レ ー ク ス ル ー に 相 当 し ま す 。  最 初 は ワ

ン ポ イ ン ト B 。 だ け で も 十 分 で す 。  こ れ は 千 .1i1111通 し で 孔 を 穿 け る こ と に 相 当 し ま す 。  こ う し て い った ん画1線

R, , の 実 現 可 能 性 が 示 さ れ れ ば 、 次 に は そ れ を 点 線 上 の B , 、 B、の よ う に 、M化 で き る 可 能 性 が 明 る く な り 、 多

く の 有 用 な 知 見 が 望 め る か も 知 れ ま せ ん。

こ こ で 、 基 礎 研 究 の 立 場 で は 自 ら 曲 線 R B 上 に 多 く の 点 を 求 め て も 悪 く は あ り ま せ ん が 、  そ れ 以 上 に 重 要

な こ と は 、 田.- の 中 の 現 象 は 多 か れ 少 な か れ 何 ら か の 限 界 が あ り ま す か ら 、  そ れ ら の 限 界 と そ の 理 由 を 先 回

り し て 指 し 示 す こ と で す 。  こ れ に よ っ て そ の 現 象 な り 理 屈 に 汎 用 性 が 出 て き て 、 例 え ば 装 置 設 計 者 は そ の

許 さ れ た 範 囲 で 要 因 A と 要 因 B の ト レ ー ド ・ オ フ を 利 用 し て 設 計 値 を B , に す る か B 、 に す る か を 決 め る こ と が

で き ま す 。  設 計 者 の 流 の 見 せ 所 で 、  開 発 担 当 者 と し て は 現 実 に は 大 切 な こ と で す 。

以 上 を 簡 単 に ま と め ま す と 基 確 研 究 に 大 切 な こ と は 、  ま ず は ブ レ ー ク ス ル ー 、 そ し て 限 界 の 解 明 、 、111'L化

で す 。  こ れ ら の ど の 思 想 に 沿 つ て い る の か 、  そ れ が 私 が 個 々 の 研 究 の 中 身 を 見 る と き

の 判 断  ・ 評 価 の 一 つ の 重 要 な 要 素 で し た 。  時 に は ど っ ち っ か ず で 意 図 不 明 な も の も 正

直 な い で は あ り ま せ ん で し た が 。
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一 一 ・ , ATR Mono1og ue - -

世界のATR、 文化の壁を超えて

日本電信電話株式会社 サ イ バー ス ぺ ー ス 研 究 所  主幹研究員

( 前 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所 経 営 企 画 部 次 長 )

曽 根  正

Semwa l f 見」'- と (中央がi、1', 者

先 日 、  A T R に 電 話 を し て  「N T T の 曽 根 で す が」 と 言 つ た と こ ろ 、  対 応 し て い た だ ぃ た 方 に  「あ っ 、  次 長

さ ん で す ね」 と 答 え て い た だ き ま し た 。 何 か 、  と て も 雄 し く 感 じ ま し た 。 私 は 、  1 9 9 6 年 4 月 か ら 3 年 4 カ 月

の 間 、  国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所 経 営 企 画 部 の 次 長 を さ せ て い た だ き ま し た 。

着 任 し た 時 の A T R の 第 一 印 象 は 、  多 く  の 国 か ら 外 国 人 研 究 者 が 集 ま  り 、 恐 親 会 の 時 に は 彼 ら の 奥 さ ん や

子 供 ら が 気 軽 に 参 加 し 、 そ れ が 自 然 、 当 た り 前 の 環 境 が で き て い た こ と で し た 。  さ ら に 、 研 究 面 で の A T R

の 活 躍 は す ば ら し く 、 「人 間 に 学 ぶ 、 人 間 に や さ し ぃ 情 報 通 信 技 術 の 研 究」 に 関 す る さ ま さ ま な 情 報 を 世 界

に 発 信 し て い る と こ ろ と 実 感 し ま し た 。

こ の よ う な 、  世 界 の A T R で 仕 事 が で き た 事 は 、  私 に と っ て す ば ら し ぃ  1 ペ ー ジ を 人 生 日 記 に 書 き 込 む こ

と が で き ま し た 。 一 結 に 仕 事 を さ せ て い た だ い た 皆 様 に 、  こ の 場 を 借 り て 厚 く お 礼 を 中 し 上 げ ま す 。

A T R に 在 職 中 の 私 は 、  せ っ か く 、  す ば ら し ぃ 所 、  A T R に 来 た の だ か ら 、  多 く の 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を 取 ら せ て い た だ こ う と ぃ う 気 持 ち で 活 動 し ま し た 。  青 声 翻 訳 通 信 研 究 所 の 次 に 設 立 す る 新 し ぃ 研 究 所 の

企 画 に あ た っ て は 、  現 在 の 京 都 大 学 の 長 尾 真 総 長 に 何 回 か ご 意 見 を ぃ た だ く 機 会 が あ り 、  「こ れ か ら の 音 声

細 訳 は ど う あ る べ き か l な ど に っい て ご 指 導 を ぃ た だ き ま し た 。

ま た 、  右 上 に 掲 載 し た 写 真 は 、  当 時 、  知 能 映 像 通 信 研 究 所 に 客 員 研 究 員 と し て 来 て い た 米 国 ・ コ ロ ラ ド

大 学 の セ ム ワ ル ・ ス ダ ッ シ ュ 障 士 一 家 と の 京 都 で イ ン ド 料 理 を 一 緒 に 食 べ に 行 つ た と き の 写 真 で す 。 異 な

っ た 文 化 を 持 つ た 人 と 交 流 す る こ と の 好 き な 私 に と っ て 、  と て も 楽 し ぃ 一 時 を も っ こ と が で き ま し た 。  ま

た 、  コ ロ ラ ド ・ ス プ リ ン グ ス で の お 寿 司 も 手 ご ろ の 値 段 で お ぃ し か っ た の を 今 で も 思 い 出 し ま す 。 温 か い

セ ム ワ ル 一 家 に 囲 ま れ て い た の で 特 別 に 美 味 し く 感 じ た の か も 知 れ ま せ ん 。  も ち ろ ん 、  A T R の 国 際 会 議 な

ど の 研 究 分 野 で の 世 界 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 、  実 績 が 物 語 つ て い ま す の で 省 略 し ま す 。

こ の よ う な 、  世 界 に 開 か れ た A T R を 築 か れ た 諸 先 難 i に 敬 意 を 表 す る と と も に 、  す ば ら し ぃ A T R の 環 境 を

種 々 の 面 か ら 維 持 、  さ ら に 発 展 さ せ て い く こ と の 大 変 さ を っ く づ く 感 じ る 今 日 こ の 頃 で す 。

ま た 、  世 界 の A T R だ か ら こ そ 味 わ え る 言 語 の 壁 は 、  単 な る 言 葉 の 表 現 の 違 い だ け で な  く 、 文 化 の 違 い を

時 々 病 感 さ せ ら れ ま し た 。 そ の 事 例 は 、 言 わ れ れ ば 当 た り 前 の こ と で す が 、  だ ぃ た い が 、 無 意 識 の う ち に

や っ て し ま ぃ 、 失 敗 し て か ら  「あ あ 、 そ う か 、  こ の 国 で は そ う な ん だ」 と ぃ う 反 省 が 多 か っ た と 思 い ま す 。

そ れ だ け に 、  世 界 に 開 か れ た A T R の 環 境 は 、  自 然 に で き た の で は な く 、  そ の よ う な 研 究 環 境 や 社 会 環 境 を

良 し と し た 信 念 と 、 A T R で 現 在 活 躍 中 の 皆 さ ん の 日 頃 の 努 力 で 作 ら れ て い る と 思 い ま す 。 そ の 努 力 を 怠 る

と 、 何 も 言 わ な ぃ の が 美 徳 の 日 本 文 化 ? に 戻 つ て し ま っ た り す る と 思 い ま す 。

今 後 と も 、  lfi- 界 に 開 か れ た A T R が 維 持 さ れ 、  活 躍 さ れ る こ と を 心 か ら 願 つ て お り ま す 。
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''___,i
第 7 6 回 9 9 年 1 0 月 2 2 日  ( 人 間 情 報 科 学 シ リ ー ズ 第 6 4 回 )

第 7 6 回 科 学 技 術 セ ミ ナ ー は 、 ]憾 覚 に よ る 情 景 分 析 の 第一 人 者 で あ

る 力 ナ ダ マ ツ ギー ル 大 学 の ア ル バー ト ・ ブ レ グ マ ン 名 誉 教 授 、  な ら

びに米国Ve t e r a n s  Affa i rs  Med i c a lCen t e r (VAMC)のピェ ー ル ・ デ イ ヴ

ァ ン ニ 研 究 室 長 を 講 演 者 と し て 迎 え て 行 わ れ ま し た 。

両 氏 の 講 演 と も 、  当 人 間 情 報 通 信 研 究 所 に と っ て の 重 要 課 題 の ひ

と っ で あ る  「I 随 i 覚 に よ る 情 景 分 析」 の 重 要 性 を 再 認 識 さ せ て く れ る

も の と な り ま し た 。 ]確 覚 情 景 分 析 の 核 と し て 、 音 を 聞 く と ぃ う 行 為

を 、  単 な る 音 響 的 エ ネ ル ギー の 検 出 と し て で は な く 、  そ の 信 号 を 通

し て 外 界 に 何 が 起 き て い る か を 認 識 す る と い う 行 為 と し て 提 え る 考

え 方 が あ り ま す 。  す な わ ち 、  音 が 何 故 生 じ た か の 原 因 を 推 量 す る こ

と が 確 覚 に と っ て 重 要 な 課 題 と な り ま す 。  こ の 音 の 認 識 と ぃ う 間 題

を 考 え る に 当 た っ て 、  様 々 な 音 源 か ら 到 来 す る 音 が 絡 み 合 つ た 音 の

塊 の 中 か ら 人 間 の 確 i 覚 系 が ど の よ う な 規 則 に 基 づ い て 巧 み に そ れ ぞ

れ の 青 の 流 れ ( 音 脈 )  を 解 き ほ ぐ し て い く か に 関 す る 解 説 が 、 興 味

深 い デ モ ン ス ト レ ー シ ョ ン や 心 理 実 験 の 結 果 も 混 え な が ら 行 わ れ ま

し た 。 両 氏 の 議 論 の 共 通 点 と し て 、  人 間 に と っ て は ピ ッ チ の 次 元 と

時 間 的 変 動 の 次 元 の 2 つ の 次 元 が 音 月 1 定 の 分 離 に と っ て 重 要 な 手 が か

り を 与 え る こ と 、  音 源 分 離 の 場 合 に ま ず 考 慮 さ れ る 音 源 の 空 間 位 置

の 違 い は 、  む し ろ 二 次 的 な 手 が か り と し て し か 機 能 し な ぃ と い う 2

点 が 指 摘 で き ま す 。  こ の 知 見 は 、 近 年 主 流 に な り っ つ あ る マ イ ク ロ

フ ォ ン ・ ア レ 一 技 術 に よ る 音 源 分 離 の ア プ ロ ー チ が 主 に 音 源 の 位 置

情 報 を 活 用 し て い る こ と と 非 常 に 対 照 的 で す 。

現 在 の 機 械 音 声 認 識 技 術 に と っ て 、  自 然 環 境 の 中 で 集 青 し た 青 に

対 す る 認 識 率 の 向 上 は 重 要 課 題 の ひ と っ で あ り 、  工 学 的 に は マ イ ク ロ フ ォ ン  ・ ア レ ー を 用 い た 手 法 等 に よ

り 、  あ る 程 度 の 成 果 を 上 げっ つ あ り ま す 。  し か し な が ら 、  そ の一方 で 適 用 で き る 状 況 は 依 然 と し て 限 定 さ

れ て お り 、 人 間 の ] 確 i 覚 の 適 応 度 の 高 さ に は ま だ ま だ 及 ん で い ま せ ん 。  さ ら な る 技 術 革 新 を 日 指 す た め に も 、

青 源 の 位 置 情 報 に は あ ま り 依 存 し な い 人 間 の l11l11 覚 能 力 に 対 す る 知 見 を 深 め 、  さ ら に 議 論 を 深 め て い く 必 要

性 と そ の 有 効 性 を 理 解 す る 上 で 黄 重 な 機 会 が 得 ら れ た と 考 え て お り ま す 。

第 7 7 回 9 9 年 1 1  月 2 9 日  ( 人 間 情 報 科 学 シ リ ー ズ 第 6 5 回 )

イ ン 夕 一 ネ ッ  ト ゃ マ ル チ メ デ イ ア 技 術 の 急 速 な 普 及 に よ っ て 、  社

会 の 情 報 化 が 大 変 な 勢 い で 進 み っ つ あ り ま す 。  し か し 、 洪 水 の よ う

に あ ふ れ か え る 情 報 へ の 的 確 な ァ ク セ ス は 必 ず し も 容 易 で は な く 、

多 様 な 情 報 源 か ら 効 果 的 に 情 報 を 抽 出 す る た め の 技 術 の 実 現 が 強 く

望 ま れ て い ま す 。  こ う し た 情 勢 の 中 、 画 像 情 報 処 理 や 人 工 神 経 回 路

網 の ア プ ロ ー チ か ら 情 報 抽 出 の 間 題 に 取 り 組 ん で お ら れ る 、  オ ー ス

ト ラ リ ア ・ シ ド ニ 一 大 学 の リ ン - グ ァ ン 教 授 を お 迎 え し て 、 上 記 タ

イ ト ル の セ ミ ナ ー を 開 催 い た し ま し た 。  ご 講 演 で は 、  イ ン タ ー ネ ッ

ト 用 の 探 索 エ ン ジ ン S 〇 L 〇 の 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト と 画 像 の 復 元 ・ 理 解

技 術 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト と に 関 す る 極 め て ホ ッ ト な 最 近 の 話 題 を ご

紹 介 い た だ き ま し た 。

一 A T R 科 学 技 術 セ ミ ナーの開 催 状 況  -

ア ル バー ト ・  ブ レ グ マ ン  (マ ツ ギ ー ル大学)

ピェ 一 ル ・ デ ィ ヴ ァ ン 二  (VAMC)

Albert Bregman名答教授

Pien-e Divenyi室長

リ ン ・ グ ァ ン  ( シ ド=一 大 学 )

Ling Guan教授

当 研 究 所 に お け る 情 報 処 理 の 研 究 は 、  人 間 の 処 理 能 力 の 基 礎 的 解 明 や そ の 数 理 モ デ ル 化 、  工 学 的 な プ ロ

ト 夕 イ ビ ン グ に 軸 足 を お い て い ま す 。 本 セ ミ ナ ー は 、  こ う し た 基 盤 研 究 の 成 果 が イ ン 夕 一 ネ ッ ト 等 の 現 今

の 技 術 に ど の よ う に 活 か さ れ 、  ま た 何 を 期 待 さ れ て い る の か な ど を 学 ぶ 有 益 な 機 会 と な り ま し た 。
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研 究 成 果 報 告 会 を A  T R で 開 催

1 2 月 1 6 日 、  (株1エ イ ・ テ ィ  ・ ア ー ル 音 声 翻 訳 通 信 研 究 所 は 、  研 究 プ ロ ジ ェ ク ト の 終 了 時 期

を 迎 え 、  こ れ ま で 支 援 し て い た だ い た 方 々 に 7 年 間 の 研 究 成 果 を 報 告 す る と と も に 、  その

活 用 の 促 進 を ア ピー ル す る た め 成 果 報 告 会 を 開 催 し ま し た 。  当 日 、  参 加 者 は 出 資 企 業 様 は

じ め 関 係 の 深 か っ た 方 々 2 0 0 名 あ ま り を 数 え ま し た 。

ATRイ11l究成果 1,1i1 1, 会 は 、  イ111 -究 、1 ,?動 を 1i'? J' し たイ l月究1'リ l の 成 果 を 111 '介 し 、  ご 、l 1「1 用 の J:1:_ iii、 り と し て い た だ く  場

と し て 従 来 は 東 京 に て l11Jイ111 し て ま ぃ l ) ま し た 、 ノ,、l,,1の成果 .1 l11 -1', 会 は 、  flJl究期l1ljの終 J'イl度に開イ1l11 し、イ1J1究

シ ス テ ム を 用 い た ブ レ セ ン テ ー シ ョ ン を 'j i ff 在 す る な と 、  ll11「 究 成 果 へ の 理 解 を さ ら に 深 め て い /た だ く た め に 、

ATRにて開イ提i文しました ,

特 に 今 回 は 、  「21 l 率 i の 科 学 と 技 術」 と 題 し て 、 京 都 大 学 長 尾 眞 総 長

に 基 調 講 演 を ぃ た,だ、 き ま し た 。 請 演 の 中 で 「2 0 .̃- 記はl1, 1然を対象にし ,た ;

分 析 の 段 階 か ら 、  そ れ ら の 規 則 性 を 用 い て 新 し ぃ も の を 創 造 す る シ ン セ  1

シ ス の 段 階へ と 進 ん で き た が 、 2 1 1日◆ 111l 二 に お い て は 、 2 0 田 .- 紀 の 人 類 が 創 り  , ・

出したl11.I 然 ( 害 1'建'1も含む)  を 研 究 対 象 と す る 新 し ぃ 1,リ m l を  j 理 え る 時 代 に  1 .

な る」 と 力 説 さ れ た こ と が 印 象 的 で 、 2 0 0 0 年 を 1 1 l前に開イ程する意義深い 義響講議基
成 果 報 告 会 と な り ま し た 。  一構 解m

.1、部人字 長1i イu;
'川 の 会 場 は l 1 l1l 1 か ら お l日.-,,,11 に な っ て い る 企?1 - 大字i1、, の1川系イ1?関 か

ら 多i,:是. の こ 来 場 を ぃ,た た き 、  成 果 概 要 を 1 l11 '',-す る と と も に 、  l1 .英双方向

1', J I T 111111 ,11iシスフー ム ( A T R -M A T R Ix 1 を 用 い /た i文イ小1 ,11,i 介 や 、  除i表-会場にお

け る 4 力 同 1 ', ,1, f,1月,, 1 iシステムおよび-1t J1' 合1Jk シ ス テ ム の 1リi ノ1、や、 i;t イ11- 型
( ウ _ , ア ラ ブ ル )  お よ び ネ ノ ト 「J ー ク -11.:・11iし 型-1'1'1 l, l11,11,1, 13?シ ス テ ム の ビ テ オ に

よ る i 1,'i 介'i'をィ r い 、  こ 来 場 い た だ ぃ た 方 に こ 1x J' ,1平をぃ,た だ き ま し た 、

M B S メ デ ィ ア シ Eヨ ーに A T R-MATR IX を 出 展

音声翻訳通信研究所では、 9 月 2 7 日  (月) か ら 2 9 日  (水) までMBS毎日放送本社で開イ養さ

れ た 「 M B S メ デ ィ ア シ ョ ー」 に日英双方向音声翻訳システムATR-MATR I X を 出 展 し ま し た c

本1it示会は 「放 送 と デ ジ 夕 ル 化」 を テ ー マ と し て お l )、 利

用 者 側 の デ ジ 夕 ル 化i支術の--- 環 と し た.i、:1 来 型 パ ソ コ ン の コ ー

ナ ー ( 家 度 の デ シ 夕 ル 化 、  モ バ イ ル な ど と fli 設 )  に A T R -
M A T R lx を11造 ノ」 、 し ま し た 。 会 jitはかなリの1f重-11が j,1しl さ れ た

た め 、  アクリルイf又の窓のある l川われたブー スを設11', し 、 そ の

中 に シ ス テ ム を に, い て 会 話 を 行 な い ま し た 。 最 初 の 2 1 1 間 は 、

系列J, l11 、 ス ポ ン サ ー 、 製 作 プ ロ ダ ク シ ョ ン な ど の 特 別ifi イ 11- 1 .1、

最終1.Iは -般if.i待l:1 と な っ て お り 、 全 来 場 者 数 は 約 4 . 5 0 0 名 、

A T R ブー ス の 見 学 者 は 1 . 0 0 0 名 強 で し た 。 来 場 者 の う ち 、 移

動通イ; 11 業、 11111行業、 -f1?来 ,i方者の方は , 1 111 翻1]訳 シ ス テ ム に 、

1j:是.送l?1j係の方は青声認111?にl11lll;1, を 持 た れ ま し た。 イ可を 1it示し

て い る か が 分 か り ゃ す ぃ こ と も あ 1 ) 、  来場者のJ又応は全般的

に 良 好 で し た 。  :11 i イ1Jl-究所のイ1Jl-究 成 果 を 多 く の 方 々 に ァ ピ ー ル

す る こ と が で き ま し た c
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一一a
アー ト と テ ク ノ  口 ジ 一 国 際 会 議

“ デ ジ タ ル ・ ル ネ ッ サ ン ス i n け い は ん な ”

(株)ATR知能映像通信研究所

国 内 に 数 あ る 学 術 研 究 都 市 の 中 で 、  唯 一  「文化」 を 名 前 に 冠 す る  「関 西 文 化

学 術 研 究 都 市」 に お い て 、  ア ー ト と テ ク ノ ロ ジ ー の 融 合 を テ ー マ に し た 国 際 会

議 “ デ ジ 夕 ル ・ ル ネ ッ サ ン ス i n け ぃ は ん な ” が 、  1 1 月 1 0 日 、  1 1 日 の 両 日 、 “ け

い は ん な プ ラ ザ ”  を 会 場 に し て 開 催 さ れ た 。  ( 財 ) 関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 推 進 機 構

と ( 社 ) 関 西 経 済 連 合 会 が 主 催 し 、  ( 株 ) A T R 知 能 映 像 通 信 研 究 所 と の 共 催 に よ っ て

実 現 し た 。 企 画 / 総 合 デ イ レ ク タ ー を A T R 土 佐 尚 子 客 員 研 究 員 が 務 め 、  こ の 分

野 で 世 界 の 第 一 人 者 で あ る 工 学 系 、  ア ー ト 系 の 講 師 を 招 聘 し 、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ

ブ ア ー ト 作 品 と ぺ ッ ト ロ ボ ッ ト の 展 示 を 行 つ た 。 マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 工 科 大 学 高

等視聴覚研究所(MIT' s  Center for Advanced V i s u a l S t u d i e s = C A V S ) の ス テ フ ァ ン ・

A ・ ベ ン ト ン 所 長 に よ る 講 演 は C AvS の 位 置 に 関 す る も の で 、 科 学 、 技 術 、 芸

術 、 製 造 に 加 え て デ ザ イ ン と ぃ っ た 分 野 の 掛 け 橋 と な る cAvs の 役 割 に っ い て

話 し た 。  続 い て 、  A T R 土 佐 尚 子 客 員 研 究 員 が 、  “ 先 端 技 術 で 甦 る 共 振 感 覚 ' '  と 題

し た 講 演 を 行 な ぃ 、  ア ー ト と テ ク ノ ロ ジ ー の 具 体 的 な 融 合 事 例 と し て 、  感 情 を

認 識 し 表 現 す る 作 品 の 中 か ら 、  観 客 の 分 身 が 深 層 心 理 を 表 現 す る 作 品 に っ い て

紹 介 し た 。  M I T 人 工 知 能 研 究 所 の ロ ド ニ ー ・ ブ ル ッ ク ス 所 長 に よ る 講 演 で は 、

“ 人 間 と ロ ボ ッ ト の 相 互 作 用 と 未 来 の ロ ボ ッ ト の 社 会 に お け る 地 位 ”  と ぃ う 夕 イ

ト ル か ら も 分 か る よ う に 、  ロ ボ ッ ト を 人 間 と の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に よ っ て 成 長

さ せ る と い う と こ ろ がュニ ー ク な 点 で あ る 。  ATR知能l1央像研究所中津良平社長

に よ る 講 演 で は 、 “感 性 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン か ら 悟 り コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ” が

行 な わ れ た 。  ヨ ー ロ ッ パ 最 大 の 規 模 を 誇 る シ ー グ ラ フ と 111 ん で 有 名 な デ ジ 夕 ル

映 像 の 国 際 会 議  『 イ マ ジ ナ 』  を 主 催 す る N A 国 立 視 ]l1ll1 覚 技 術 研 究 所 の ジ ル べ 一

ル ・ デ ュ テ ル ト ル 氏 は 、 来 年 で 2 0 回 目 を 迎 え る  “ イ マ ジ ナ 2 0 0 0 ”  に っい て 紹 介

し た 。  1 1 日 に は 、 サ イ バ ネ テ ィ ク ス 、  テ レ マ テ ィ ク ス 、  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ メ デ

ィ ア を 芸 術 の 分 野 に 活 用 し た 草 分 け 的 存 在 の 英 国 ・ ウ ェ ー ル ズ 大 学 の ロ イ ・ ア

ス コ ツ ト 教 授 の 講 演 を 始 め 、 A T R ク リ ス タ .  ソ ム ラ 一 客 員 研 究 員 は 、  人工生命

と 芸 術 作 品 に お け る イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン と 進 化 に っい て の 研 究 を 講 演 し 、 事 例 と

し て 作 品 を 展 示 し た 。  = ユ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 の 主 任 学 芸 員 で あ る バー バ ラ  ・

ロ ン ド ン 氏 は 、  ビ デ オ と イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ ・ ア ー ト の 今 後 の 方 向 性 や 、 電 子 作

品 収 集 の 可 能 性 に っい て 論 議 さ れ た 。  東 京 大 学 先 端 科 学 技 術 研 究 セ ン 夕 一 の 廣

瀬通孝一教授は、“バー チ ャ ル リ ア リ テ ィ ・ テ ク ノ ロ ジ ー と コ ン テ ン ツ ' と ぃ う 講

演 で 、 技 術 者 に も ク リ ェ イ テ ィ ビ テ ィ が 重 要 で あ る と ぃ う こ と を 強 調 さ れ た 。

最 後 に こ の 分 野 で 約 5 0 年 間 の 経 験 が あ る 岐 阜 県 立 国 際 情 報 芸 術 ア カ デ ミ ー 坂 根

厳 夫 学 長 に よ り 2 0 世 紀 に お け る ア ー ト & テ ク ノ ロ ジ ー の 歴 史 と ぃ う 観 点 か ら 総

括 的 講 演 が 行 わ れ た 。 聴 衆 は 、 定 員 2 0 0 名 の と こ ろ 、 4 0 0 名 と ぃ う 多 数 の 参 加 と

な り 、  そ の 内 訳 は 、 工 学 系 6 割 、 芸 術 系 2 割 、 一 般 2 割 と い う 状 況 で あ り 、 工 学

系 の 関 心 の 高 さ が 伺 わ れ た 。

会 場 風 景

ス テ フ ァ ン ・ ぺ ン ト ン 所 長

(M IT )

中 津 良 平 社 長

(知能映像研究所)

ロドニー ・ ブルックス所長

(MIT)

「無 意 識 の 流 れ」
土 佐 尚 子

ぺ ッ ト ロ ボ ッ ト ァ ザ ラ シ 「ご ま」 と 描 「た ま」 「ピコ ・ ス キ ャ ン 」 「 ビ ン ゴ」
柴 田  宗 徳 ( 工 業 技 術 院 機 械 技 術 研 究 所 )  ク リ ス 夕 & ミ ニ ヨ ー ノ イ マ ジ ナ ' 9 9
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A T R 環 境 適 応 通 信 研 究 所 で は よ  り 柔111111で 適 応 性 の 高 い 通

信 技 術 を ハ ー ド ゥ ェ ア レ べ ル で 実 現 す る E1 的 で 研 究 を 進 め

て い ま す 。 そ の 一 貫 と し て レ ー ザ カ オ ス に 関 す る 研 究 を 行

っ て お り 、  こ の 研 究 は 複 雑 系 に 関 す る 先 端 的 な 科 学 や 、 多

重 通 信 技 術 の 工 学 等 、 複 数 の 分 野 に ま た が る 新 領 域 と し て

内 外 か ら 注 日 さ れ て い る 。  そ の 研 究 活 動 の一買 と し て レ ー

ザ 力 オ ス ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 つ て い ま す 。

ワ ー ク シ ョ ッ ブ は 招 待 講 演 を 中 心 に 行 わ れ 、 外 部 か ら の

招 待 講 演 者 と し て ラ ジ ャ シ ・ ロ イ 教 授 ( 米 国 - メ ー リ ラ ン

ド 大 学 ) 、  イ ン ゴ ・ フ イ シ ャ 一 動 教 授 ( ド イ ッ ・ ダ ル ム ス

夕 ツ ト 工 科 大 学 ) 、 大 塚 建 樹 教 授 ( 東 海 大 学 ) 、 大 i 平 順 次

教 授 ( 静 岡 大 学 ) 、 松 井 康 弘 研 究 員  ( フ ェ ム ト 秒 テ ク ノ ロ

ジ 一 研 究 機 構 ) 、  ア ラ ン - シ ョ 一 教 授  ( 英 国 - ウ ,: . ー ル ス

大 学 バ ン ゴ一 校 ) 、  ジ ア ミ ン ・ リ ュ ウ 教 授 ( 米 国 ・ カ リ フ ォ

ル ニ ア 大 学 ロ サ ン ゼ ル ス 校 )  の 7 名 が 参 加 し ま し た 。 招 待

講 演 の 他 に も 、 参 加 者 全 員 に よ る ポ ス 夕 一 発 表 の セ ッ シ ョ

ン と 、 A T R で 行 わ れ て い る 実 験 の 見 学 も 企 画 さ れ 、 参 加 者

が 十 分 、  最 近 の 研 究 成 果 と 研 究 動 向 に っい て の 情 報 交 換 を

行 い 、 活 発 な 議 論 が で き る よ う に 工 夫 さ れ て い ま し た 。

今 回 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で 注 目 さ れ た の は 、  レ ー ザ カ オ ス

の 同 期 技 術 で す 。  レ ー ザ 自 身 の 非 線 形 な 自 己 変 調 で 疑 似 ラ

ン ダ ム な 信 号 の 発 生 と 、  そ の 同 期 も 可 能 で あ る こ と か ら 、

拡 散 ス ぺ ク ト ル 方 式 の 光 通 信 に 利 用 で き る 新 し ぃ レ ー ザ 光

源 と し て 注 目 が 集 ま っ て い ま す 。 最 近 、 米 国 で は 、  「非 線

形 ダ イ ナ ミ ッ ク ス を 利 用 し た デ イ ジ 夕 ル 通 信 デ バ イ ス 」 の

第 2 回  レ ー ザ 力 オ ス ワ ー ク シ ョ  ツ プ

9 9 A T R  Workshop on Laser Chaos

1 9 9 9 年 1 0 月 5 日 ,  6 日 に A T R で レ ー ザ カ オ ス に 関 す る ワ ー ク シ ョ  ッ プ が 開 催 さ れ た 。

こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 主 な 趣 旨 は レ ー ザ 物 理 と 通 信 工 学 の 新 し ぃ 接 点 を 求 め る こ と で あ

り 、  内 外 か ら レ ー ザ 物 理 、  レ ー ザ 工 学 の 分 野 の 研 究 者 を 中 心 に 、  約 2 5 名 が 参 加 し た c

海 外 か ら は 英 国 、  米 国 、  ド イ ッ の 参 加 も あ っ た 。  1 9 9 8 年 に 続 き こ の テ ー マ で 2 回 目 の ワ

一 ク シ ョ ッ プ で あ っ た 。

Ra1al?hl R o y 数i;1_

ポ ス 夕 一 セ ノ ションイ;、4,f、

共 同 プ ロ ジ ェ ク  ト が 設 立 さ れ 、  ヨ ー ロ ッ パ で も 類 似 し た テ ー マ で 新 し ぃ プ ロ ジ ェ ク  ト が 計 画 さ れ て い ま す 。

今 回 の A T R ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、 特 に レ ー ザ カ オ ス 同 期 の 基 礎 的 な 間 題 点 に 関 す る 理 解 が 深 ま り 、 今 後 の 進

歩 に 必 要 な 研 究 ス ト ラ テ ジ ー が 明 確 に な っ た と 参 加 者 か ら 評 価 さ れ て い ま す 。

ワ ー ク シ ョ ツ プ の 詳 細 は 、 h t t p : / / w w w.acr.atr.co.j p/dept4/1cw99でご覧ください。
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11 月 4 日 ,  5 日 の 両 日 に 第 1 2 回 研 究 発 表 会 を 開 催 し 、  A T R グ ル ー プ各研究所の最新の

研 究 動 向 お よ び 成 果 を 総 括 講 演 、 技 術 講 演 、  ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン に よ り 紹 介 し ま し た 。

当目は多数のお客様のご来場を貝易り意見交換等も活発に行われ、 ご 好 評 を い た だ き ま し た 。

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ  ン風量-

酒 井 副 社 長 総 括 講 演 模 様

A T R 研 究 発 表 会 は 、  グ ル ー プ 各 社 の 最 新 の 研 究 成 果 お よ び

動 向 を ご 紹 介 す る 場 、  な ら び に 研 究 成 果 の ご 活 用 を お 考 え ぃ

た だ く 契 機 と し て 毎 年 開 催 致 し て お り ま す 。

今 年 は 第 2 世 代 の 研 究 所 が 揃 つ て か ら 4 年 日 で あ り 、  よ り

一層 充 実 し た 内 容 で お 客 様 を お 迎 え 致 し ま し た 。

会 場 内 は 日 頃 か ら お 世 話 に な っ て い る 企 業 、  大 学 、  行 政 お

よ び 各 極 団 体 等 の 関 係 機 関 か ら 、 2 日 間 に わ た っ て 延 べ 約

1 , 5 00名の方々のご来場をいただき終日興辰わいました。

今 回 は 、 総 括 講 演 6 件 、 技 術 講 演 7 件 、  ポ ス 夕 一 セ ッ シ ョ

ン 7 9 件 と こ れ ま で の 最 大 級 の 規 模 で 、 研 究 発 表 会 を 開 催 す

る こ と が で き ま し た 。  ま た 、 今 回 は 両 日 共 、 大 学 等 の 研 究 機

関 に 広 く 公 開 し 、 多 数 の ご 来 場 を ぃ た だ き ま し た 。

開 催 当 日 は 朝 早 く か ら お 客 様 が 来 訪 さ れ 、 い ず れ の 会 場 も

議 論 の 花 が 日 美 き 、 熱 気 に 包 ま れ た 2 日 間 で し た 。

ま た 、 研 究 発 表 会 の 内 容 を よ り 良 く す る た め 皆 様 に ア ン ケ

ー ト に ご 協 力 い た だ い て お り ま す が 、  今 回 は 半 数 近 い 方 々 か

ら ご 回 答 を 頂 戴 致 し ま し た 。  ご 協 力 い た だ き 心 か ら 御 礼 申 し

上 げ ま す 。

そ の 結 果 と し ま し て は 大 半 の 皆 様 方 か ら 概 ね 良 好 と の ご 意

見 を ぃ た だ き ま し た 。  し か し 、 改 善 案 等 貴 重 な ご 意 見 も 頂 戴

致 し て お り ま す の で 、 参 考 と さ せ て い た だ き 、 一層 の 改 善 を

検 討 し て い き た ぃ と 考 え て お り ま す 。
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国際電気通信基礎技術研究所に先端情報科学研究部を新設

国際電気通信基礎技術研究所(ATR - l )では研究開発本部に 「先 端 情 報 科 学 研 究 部」 を

新 設 ( 平 成 1 2 年 1 月 1 目 ) い た し ま し た の で 、 そ の 概 要 を 紹 介 し ま す 。

本 研 究 部 は 、  2 1 世 紀 に お け る 人 間 を 主 導 と す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ  ン の 高 度 化 を 図 り 、  計 算 機 を 介 し た 人

間 同 士 ま た は 人 間 と 計 算 機 の 間 の 情 報 通 信 を :111i か に す る た め に 、  情報通信処理の基車 r 未 時 技 術 と 先 端 的 な

情 報 科 学 に 関 す る 基 礎 研 究 開 発 を i f l 進 す る こ と を 日 的 と し ま す 。

ま た 、 本 研 究 部 は 研 究 を 推 進 す る に あ た り さ ま さ ま な 性 格 を 持 つ 研 究 資 金 に 応 じ て 柔 軟 な 体 制 で 行 う こ

と を 特 徴 と し て 、 A T R -I 独 1111の基礎研究開発業務、共同研究開発業務、受言毛研究開発業務、公募型研究開発

業 務 、 A T R 腦 活 動 イ メ ー ジ ン グ セ ン 夕 業 務 を 行 い ま す 。

本 研 究 部 で 実 施 す る プ ロ ジ ェ ク ト と し て は 、 以 下 の も の が あ り ま す 。

e 計 算 論 的 .lli111 神 経 科 学 プ ロ ジ ェ ク ト

e 三 次 元 形 状 イ メ ー ジ 認 知 プ ロ ジ ェ ク ト

e 神 経 情 報 科 学 プ ロ ジ ェ ク ト

e 視 覚 適 応 統 合 機 構 プ ロ ジ ェ ク ト

o 腦 活 動 イ メ ー ジ セ ン 夕 プ ロ ジ ェ ク ト

e 青 声 言 語 学 習 機 構 プ ロ ジ ェ ク ト ( 仮 称 )

e コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 創 発 機 構 プ ロ ジ ェ ク ト ( 仮 称 )

e コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ダ イ ナ ミ ク ス プ ロ ジ ェ ク ト な ど

な お 、  A T R-I 組 織 に お け る 先 端 情 報 科 学 研 究 部 の 位 撞 づ け を 下 に 示 し ま す 。
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E学 研 都 市 あ れ こ れ

日本原子力研究所光量子科学研究セ ン タ ー

今 回 は 昨 年 6 月 に オ ー プ ン し た ば か り の、 光 量 子 科 学 研 究 セ ン タ ー を 訪 問 し ま  した。

関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 の 自 然 と 調 和 す る 木 材 を 基 調 と し た 建 物 が 印 象 的 な 光 量 子 科 学

研 究 セ ン タ ー に て 、  そ の 設 備 と 最 先 端 の レ ー ザ 研 究 に つ い て お 話 を 聞 か せ て い た だ き

ま し た 。

〇 光 量 子 科 学 研 究 セ ン タ ー の 特 徴 に つ い て 教 え て 下 さ い

光 1f 子i:l- 学イ1)1,究 セ ン  夕 一 は日本原子力研究所のl・1-1西研究所に属 し て い ま す 。  す で に 開 所 し て い る 大 型 方?

.li、j 光 施 設 「Sp r1ng -8」 に 統 く 開 西 の 1 1 要 研 究 施 設 と し て 、  平 成 1 1 年 6 月 に オ ー プ ン し 9  J -J に 完 成 記 念 式 を 開

イ者; し ま し た

光量子不:1- 学イilf 究 セ ン  夕 一 は 関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 に ふ さ わ し ぃ i11 ll.1 .l 11i 観 を 11''f 重 し 、  環 境 に 通 応 し た 外 観

の 建 染 物 に し て い ま す.大きな屋イ長は奈良の大,f / 111111 を1力1月;させ、 内 部 の吹き iJ反け に 使 わ れ て い る 木 や ' 大 '11i

は 自 然 と の 調 和 を 考 え て い ま す 。 同 じ l:1本原 1' 力イ'l11- 究所のイ111 - 究 施 設 で も 、  こ の よ う に 用 辺環境 や 自i法、と の

1i1 わ り に こ だ ゎ っ て い る の は こ の セ ン タ ー だ け で は な ぃ で し ょ う か ,

セン夕一のイ11「究イ?、にはイ:11 - 究 貝 が、,客 ち 着 い て 仕 事 が で き る 個 ・ 、 も あ 1 )  ま す が 、 jl 用 の ミ ー テ ィ  ン グ ス ぺ 一

ス 、  図:1- 館 、  中 庭 な ど を 設 け 、 働 く 人 同 l二 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 広 が る よ う な っ く り に し て い ま す 。 ま

た f,'文地内に食堂、 イm,1施設と多l -1的ホ ー ル が 1 2 年 3  J Jに完成子定です。 1 3 年 3 月 に は 科 学 館 も 完 成 予 定 で

す の で 、  小 中 学 生 が 111 l,学への 理 解 を 深 め る 場 に な る こ と を 期 待 し て い ま す 。  ま た 、  光1 ,1- 子科学イ111l 究 セ ン 夕

ー に は 、  最 先 端 の レ ー サ 実 験 室 を i ltね備えた実験イ東があります

光 量 子 科 学 研 究 セ ン タ ー の 実 験1東 は 地 上 2 階 、  延 床 n111積約7 _5 0 0 平 方 メ ー ト ル の 建 物 で す 。  こ の 中 に は 4

つ の 大 実 験 室 が あ り ま す 。 4 大 実 験 室 は 強 風 な ど の 外 部 の 影 響 を11方 ぐ た め に 用 り の 実 験 室 と は 別 の 基111:1iの L:

に 建 て ら れ て い ま す 。  実験イ東では、 核 燃 料 物 質 は 保 有 し て い ま せ ん が 、  x 線 レ ー ザ や レ ー ザ 加 速 の 実 験 を す

る 際 に 発 生 す る X 線 の 外 部 へ の 源1れ を111)3 ぐ ため 実 験 室 の 周 り に 厚 さ 5 0 c m ,  l m の コ ン ク リ ー ト 壁 を 設 け て い

ま す 。 4 大 実 験 室 は 全 室 ク リ ー ン ル ー ム と し て 利 用 す る こ と が 可 能 な 上 、 大 変 珍 し ぃ 天 井 ク レ ー ン 付 と な っ

て い ま す 。  ま た 新 し ぃ 偏 光 シ ャ ッ タ ー な ど も 導 入 し 、 他 の 研 究 施 設 な ど で 将 来 参 考 に な る よ う な 管 理 シ ス

テ ム を 採 用 し て い ま す 。
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〇 光 量 子 科 学 研 究 セ ン タ ーの 研 究 内 容 を 教 え て 下 さ い 。

主 に レ ー ザ を 中 心 と す る 新 し ぃ 光 源 の 開 発 と そ の 利 用 が 主 な 研 究 テ ー マです。 レ ー ザ は 、  コ ン パ ク  ト デ ィ

ス ク や 講 演 な ど の 時 に 利 用 す る レ ー ザ ポ イ ン 夕 の よ う に 、  日 常 生 活 で す で に 広 く 利 用 さ れ て い ま す 。 光 量 子

科 学 研 究 セ ン 夕 一 で は 、  す で に 実 用 化 さ れ て い る レ ー ザ に 比 べ 、  非 常 に 短 い 時 間 に 非 常 に 大 き な 出 力 を 出 す

レ ー ザ や 波 長 の 短 い x 線 レ ー ザ の 開 発 を 進 め て い ま す 。  そ し て 、  こ れ ら の 新 し ぃ レ ー ザ を 使 つ て 基 礎 科 学 の

研 究 や 産 業 の 発 展 に 役 立 つ 研 究 開 発 を 進 め て い ま す 。

具 体 的 に は 、  約 5 0 兆 分 の  1 秒 と ぃ う 非 常 に 短 い 時 間 に 、  集 光 す れ ば 太 陽 の コ ロ ナ フ  レ ア に 匹 敵 す る 非 常 に

大 き な ェ ネ ル ギー の 光 を 発 生 で き る 小 型 の レ ー ザ ( T キ ュ ー ブ レ ー ザ )  と 、  高 品 質 で 波 長 の 短 い x 線 領 域 の

光 を 発 生 す る レ ー ザ の 開 発 を 進 め て い ま す 。  ま た 、 波 長 を 自 由 に 変 え ら れ る 自 由 電 子 レ ー ザ の 開 発 、 電 子 加

速 器 の 大 き さ を 従 来 の 1 0 0 分 の 1 以 下 に で き る と 期 待 さ れ る レ ー ザ 加 速 技 術 の 研 究 、  光 学 素 子 や 計 測 技 術 な

ど レ ー ザ の 開 発 と 利 用 の 基 盤 と な る 技 術 の 開 発 、  実 験 や 観 測 が 困 難 な 現 象 を 解 明 す る た め の 光 量 子 シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン の 研 究 に も 取 り 組 ん で い ま す 。

T キ ュ ー ブ レ ー ザ と は 、  Table  Top Terawatt Laserの

略です。 テ ー ブル (Table) の 上  (Top) に 乗 る 程 度 の

大 き さ で 、  テ ラ  (Tera=1兆) ヮ ッ ト 級 の 強 い 光 が 出 る

レ ー ザ と い う 意 味 で 、 頭 文 字 の 3 つ の T を と っ て T キ

ュ ー ブ レ ー ザ と 呼 ん で い ま す 。

光 量 子 科 学 研 究 セ ン 夕 一 で は す で に 世 界 最 高 性 能 の

T キ ュ ー ブ レ ー ザ の 開 発 に 成 功 し て い ま す が 、  こ れ ら

新 し ぃ 光 を 用 い て 、  画 期 的 な 新 展 開 が 期 待 さ れ る 技 術

の 開 発 や 、  今 ま で 知 ら れ て い な か っ た 現 象 を 観 測 す る

こ と に よ り 、 未 知 の 科 学 分 野 の 開 拓 に 挑 戦 し て い ま す 。

例 え ば 、  T キ ュ ー ブ レ ー ザ が 非 常 に 短 い 時 間 だ け 発 光 す る  と ぃ う 特 徴 を 利 用 す れ ば 、  速 い 反 応 や 連 動 を あ

た か も 静 止 し て い る か の よ う に 「見 る」 こ と が で き ま す し 、 x 線 レ ー ザ を 利 用 す れ ば 、 細 胞 を 遺 伝 子 レ ベ ル

の 精 密 さ で 生 き た ま ま  「見 る」 こ と が 可 能 と な り ま す 。 さ ら に 、 光 に よ っ て 原 子 核 を 制 御 し て 新 た な 物 質 を

「創 る」 こ と も 期 待 で き ま す 。  こ の よ う に T キ ュ ー ブ レ ー ザ や x 線 レ ー ザ は 技 術 革 新 の 大 き な 可 能 性 を 持 つ

て お り 、  こ れ ら を x線 レ ー ザ 顕 微 鏡 、  極微細加工、 医 学 診 断 、  治 療 等 多 方 面 に 利 用 す る た め の 研 究 を 進 め て

い く 予 定 で す 。

一 伺 う 前 に は 、  原子力研究所でレ ー ザ を 研 究 し て い る と い う  こ と  し か 知 ら な か っ た の で 、  漠 然 と 核 融 合 の 基

礎 研 究 を し て い る よ う に 思 つ て い ま し た が 、  原 子 力 に こ だ わ ら ず 生 命 科 学 か ら 素 材 の 加 工 ま で の 広 範 囲 を

視 野 に 入 れ た 研 究 を さ れ て い る の に 少 し 驚 き ま し た 。

関 西 文 化 学 術 研 究 都 市 の 東 端 に 位 置 す る こ の 広 々 と し た 研 究 所 か ら 大 き な 研 究 成 果 が 生 み 出 さ れ る 日 も そ

う 遠 く な ぃ の で は な い か と 感 じ ま し た 。

◇ 日 本 原 子 力 研 究 所 関 西 研 究 所 光 量 子 科 学 セ ン タ ー (http://wwwapr.apr.jaeri.go.jp/)

〒 6 1 9-0215 京都府相楽郡木津町梅美台8-1

見 学 に っい て は 、 T e 1 . ( 0 7 7 4 ) 7 1 3 0 0 0 に お 間 い 合 わ せ く だ さ い。
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e受 賞 等

☆ 人 工 知 能 学 会 全 国 大 会 優 秀 論 文 賞  ( 1 9 9 9 年 1 2 月 1 7 日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

小野 哲 雄  l 第「R知 jプ j1?f客整?i石ij?j所l 第四 研プ し 至 客 貝 研 究 貝

l ATR知能映像通信研究所

今 并  備i太 l 第四研究室研究員

1 富 士 通 関 西 通 信 シ ス テ ム

l ( 前 A T R 知 能 映 像 通 信 研 究 所

江 谷  為之 第四研究室研究員)

人 と ロ ボ ッ  ト の 間 に 円 滑 な イ ン 夕 ラ ク

シ ョ ン を 成 立 さ せ る た め の イ ン 夕 一 フ

ェ ー ス モ デ ル を 提 案 し 、 心 理 実 験 に よ

り 、  そ の 有 効 性 を 示 し た 。 具 体 的 に は 、

携 帯 端 末 上 でュー ザ と 対 話 し て い た 擬

人化エ ー ジ ェ ン ト が 物 理 的 な 支 援 が 必

要 な 場 で は ロ ボ ッ ト に 乗 り 移 る こ と に

よ り 、 一買 性 を 持 つ て ュー ザ の 支 援 を

行 う こ と が で き る 。

ヒ ュ ー マ ン ロ ボ ッ ト イ

ン 夕 ラ ク シ ョ ン に お け

る 関 係 性 の 創 出

☆ 人 工 知 能 学 会 全 国 大 会 ぺ ス ト プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 賞  ( 1 9 9 9 年 1 2 月 1 7 目

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

全国大会参加者間の情報共有を促進す

l ATR知能映像通信研究所

実 用 A I 体 験 ラ ボ 発 表 l 角 康之 l 第二研究室研究員
「展 示 見 学 を 対 象 と し 1  ,

た コ ミ ュ ニ テ ィ 支 援 シ

ス テ ム」 ATR知能映像通信研究所

間 瀬  建二 第 二 研 究 室 室 長

る こ と を 目 的 と し て 、  我 々 が 開 発 し て

い る ガ イ ドェ ー ジ ェ ン ト シ ス テ ム を 試

用 公 開 し 、  日 l lf の 研 究 成 果 を 体 験 し て

も ら っ た 。 具 体 的 に は 、 携 帯 ガ イ ド 端

末 を 貸 し 出 し て デ ジ 夕 ル ポ ス 夕 一 会 場

の 個 人 ヵ゙ イ ド を 提 供 し た り 、  オ ン ラ イ

ン に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ 情 報 探 索 ツ ー ル

を 提 供 し た 。

e所 員 往 来

平 成 1 1 年 1 0 月 1 日 よ り 、  1 2 月 3 1 日 ま で の 間 の 採 用 お よ び 退 職 の 方 々 は 以 下 の と お り で す 。

( た だ し 、  6 ヵ 月 以 上 滞 在 の 方 の み 掲 載 )

採 用 年 月 日 A T R 所 属 氏 名 出 向 元 等

H11.10.12 ( 国 ) 経 営 企 画 部  開発室 中 嶋 毅 NTT

H11.12.1 (映) 第二研究室 研究員 Yang-HeeNam K A I S T

退 職 年 月 日  l 転 出 先 氏 名 A T R 所 属

H11.10.29 I Essentia1

H11.11.5 l 九 州 大 学 大 学 院

H11.12.22  I B M

H 1 1 . l 2 .31 , Deutsche Bank A G

H11.12.31 l 工 業 技 術 院 電 子 技 術 総 合 研 究 所

Srinivas Desirazu

箱 田 祐 司

Alain Biem

Martin Tonko

山 本 意 司

(音)

(人)

(人)

(人)

(人)

第二研究室

第二研究室

第一研究室

第二研究室

第三研究室
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略語一覧

ATR-MATR IX

ATR N u-talk

A T R  SPREC

CHATR

DATR

H M M

M A P

M L-SSS

PEGASUS

PI

T D  M T

ToB1

VFS

ATR  Mult iiingualAutomatic Translation system for Information EXchange

Automatic Tuning of prosody controlRules and Non-Uniform unit T A L K

A T R  SPeech RECognition system

C H a t と A T R の 合 成 語

Database Acoustic Treatment Resources

Hidden Markov ModeI

Max imum A posteriori Probability estimation

Max imum Likelihood Successive State Spliting

Prosody Extract ion&Generat ion,And Signa1-processing for Unit Selection

Prosody Interpretation

Transfer Driven Machine Translation

T〇nes and Break Index

Vector Field Smoothing

編 集 後 記
今 号 は 1 月 運 れ で お 届 け し ま す 。

「ExP〇85科学万博」 ( つ く ば 研 究 学 国 都 市 で 開 催 ) は l 5 年 前 に 開 イ 確 さ れ た 当 時 の 科

学 の 粋 を 集 め た 園 際海:11t会 で 、  思 い 出 さ れ る 方 も ぃ ら っ し ゃ る の で は な い で し ょ う か 。

そ の 111111年、 自 動 細 訳 電 話 プ ロ ジ ェ ク ト の 研 究 が ス タ ー ト し 、 そ れ を 引 継 い だ 音 声 話1i1訳

通 信 プ ロ ジ ェ ク ト が 今 年 終 了 し ま す 。  さ ら に 付 け 加 え れ ば 、 そ の111111 年 に は 、 111'i帯 電 話

が サ ー ビ ス を 開 始 し て い ま す 。

「速 く 離 れ た 人 と 、 話 し た ぃ 」 か ら 、 電 話 機 を 発 明 し 、 そ し て 1 0 0 年 。  さ ら に 「い つ

で も 、  ど こ で も 、 今 す ぐ 語 し た い」 か ら 、 携 帯 電 語 の 商 品 化 へ 。 そ れ が 1 0 年 余 り で 1i:
話 を 追 い 抜 く 勢 い で 普 及 し て し ま ぃ ま し た 。

こ れ か ら 先 の こ と は 話 l 1 に も ゎ か り ま せ ん が 、 夢 が 実 現 し 、  さ ら に 願 望 ( 利 用 形 態 )

が 普 及 の 歳 月 を 急 加 速 し て 伸 び て 行 く も の の 例 え で す 。

今 ほ ど 、  明 る い 話 題 が 喜 ば れ る ご 時 世 は あ り ま せ ん 。

A T R に て 青 声 翻 訳 通 信 技 術 の 研 究 に 携 わ れ た 皆 様 、  こ れ を 支 援 し て 下 さ っ た 方 々 に あ

ら た め て 御 礼 を 申 し 上 げ ま す 。

( A T R 音 声 細 訳 通 信 研 究 所 企 画 課 長 岡 田  実 )

ATR J o u r n a l 第 3 8 号  2 0 0 0 年 3 月 1 日 発 行

e発 行 ・ 編 集  株式会社 国際電気通信基確技術研究所

T 6 l 9-0288

京 都 府 相 楽 郡 精 華 町 光 台 2 「 日 2 番 地

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 l  (大代表)

e製 作 学 会 セ ン タ 一 関 西

本認記事の無断転1成を禁じます。

〇1999 (株) l l l 1際電気通信基確技術研究所



ATR グルー プのご紹介

7 0 %

出資

ATR ホ ー ムペー ジ

http://www.atr.co.jp

ATRグル ー プは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をぃた

だき1986年3月に設立しました。

ATRグル ー ブは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている5つの成果管理会社、 お よ び こ れ ら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の10の株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出 資 7 0 % 、  民間約140社からの出資30%で構成され

ています。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペ ー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに5成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充予定です。皆様のァクセスをお待ちしてぉります。

ATR知能映像通信研究所 http://www.mic.atr.co.1p
ATR音声翻訳通信研究所 http://www.itl.atr.co.jp
ATR人間情報通信研究所 http://www.hip.atr.co.jp
ATR環境適応通信研究所 http://www.acr.atr.co.jp
特 許 と 成 果 物 http://results.atr.co.jp

ATR ジャ ーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込

口テクニカルレポ ー ト購入申込
【テクニカルレポ ー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡

口研究用ソフトウェア購入申込
【 ソ フ ト ウ ェ ア 名 整 理 番 号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ カ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ,,ャ ー ナルのこl 11 人イ1 ?J 、  1・付先111:'ll1.1iをお .11- せ-1、 さ・1) 場合には、 」_.iに ご ,i人の L
● 1L11先変、更以外については、 変更 ・1・の1l・に」Z、要'11111をご,:i人11i11 い ま す -

FAX等でご送付ドさし




